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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　第１のユーザ機器（ＵＥ）において、第１のデータ送信と第２のデータ送信とを含む合
成信号を受信することと、ここにおいて、前記第１のデータ送信または前記第２のデータ
送信のうちの少なくとも１つは、シングルセルポイントツーマルチポイント（ＳＣ－ＰＴ
Ｍ）送信である、
　前記第１のＵＥにおいて、前記第１のＵＥを対象とする前記第１のデータ送信のための
シンボルの第１のセットを決定することと、
　前記第１のＵＥにおいて、第２のＵＥを対象とする前記第２のデータ送信のためのシン
ボルの第２のセットを決定することと、ここにおいて、前記第１のデータ送信と前記第２
のデータ送信とは、少なくとも１つの重複するリソース要素を含み、シンボルの前記第１
のセットとシンボルの前記第２のセットとは、少なくとも１つのシンボルだけ異なる、
　前記第１のＵＥにおいて、シンボルの前記決定された第１のセットおよびシンボルの前
記決定された第２のセットに少なくとも部分的に基づいて、前記第１のデータ送信を復号
することと、
　を備え、
　前記第１のデータ送信が前記ＳＣ－ＰＴＭ送信かつ前記合成信号のベースレイヤであり
、前記第２のデータ送信が前記第２のＵＥを対象とするユニキャスト送信かつ前記合成信
号のエンハンスメントレイヤであるときに、前記第１のデータ送信は干渉消去を実行する
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ことなしに復号される、方法。
【請求項２】
　前記第１のデータ送信の開始シンボルは、第２のデータ送信の開始シンボルとは異なる
、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　ＵＥのグループに関連付けられたグループ固有無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ
）を受信すること、
　をさらに備え、
　前記ＳＣ－ＰＴＭ送信は、前記グループ固有ＲＮＴＩに少なくとも部分的に基づいて復
号される、
　請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１のＵＥまたは前記第２のＵＥに関連付けられたＵＥ固有無線ネットワーク一時
識別子（ＲＮＴＩ）を受信することと、
　干渉消去情報を受信することと、
　をさらに備え、
　　前記第１のデータ送信または前記第２の送信のうちの別の１つは、前記ＵＥ固有ＲＮ
ＴＩおよび前記干渉消去情報に少なくとも部分的に基づいて復号される、
　請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ベースレイヤは１つまたは複数のレイヤを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記エンハンスメントレイヤは１つまたは複数のレイヤを含む、請求項１に記載の方法
。
【請求項７】
　前記第１のデータ送信と前記第２のデータ送信とは非直交である、請求項１に記載の方
法。
【請求項８】
　前記第１のデータ送信または前記第２のデータ送信のうちの別の１つは、１つまたは複
数のユニキャスト送信を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記第１のデータ送信は基準信号の第１のタイプを含み、前記第２のデータ送信は基準
信号の第２のタイプを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　基準信号の前記第１のタイプと基準信号の前記第２のタイプとは、同じである、請求項
９に記載の方法。
【請求項１１】
　基準信号の前記第１のタイプと基準信号の前記第２のタイプとは、異なる、請求項９に
記載の方法。
【請求項１２】
　基準信号の前記第１のタイプおよび基準信号の前記第２のタイプは、各々、復調基準信
号（ＤＭ－ＲＳ）、ＵＥ固有基準信号（ＵＥ－ＲＳ）、またはセル固有基準信号（ＣＲＳ
）のうちの１つを含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第１のデータ送信と前記第２のデータ送信とは、同じプリコーディングを含む、請
求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記第１のデータ送信に関連付けられた第１のプリコーディングは、前記第２のデータ
送信に関連付けられた第２のプリコーディングとは異なる、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
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　前記第１のデータ送信と前記第２のデータ送信とは、同じサイクリックプレフィックス
を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）の第１のグループのための第１のデータ送信を生成することと、こ
こにおいて、前記第１のデータ送信は、シングルセルポイントツーマルチポイント（ＳＣ
－ＰＴＭ）送信である、
　ＵＥの第２のグループのための第２のデータ送信を生成することと、前記第２のデータ
送信は、ユニキャスト送信を備え、
　前記第１のデータ送信がＵＥの前記第１のグループによって復号されるときに干渉消去
が実行されないように、前記第１のデータ送信と前記第２のデータ送信とを１つの合成信
号に合成することと、前記第１のデータ送信は前記合成信号のベースレイヤであり、前記
第２のデータ送信は、前記合成信号のエンハンスメントレイヤであり、
　前記合成信号をＵＥの前記第１のグループとＵＥの前記第２のグループとに送信するこ
とと、
　を備え、
　　前記第１のデータ送信と前記第２のデータ送信とは、少なくとも１つの重複するリソ
ース要素を含み、前記第１のデータ送信のシンボルの第１のセットと前記第２のデータ送
信のシンボルの第２のセットとは、少なくとも１つのシンボルだけ異なる、方法。
【請求項１７】
　グループ固有無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）をＵＥの前記第１のグループに
送信することと、
　干渉消去情報をＵＥの前記第２のグループに送信することと、
　異なるＵＥ固有ＲＮＴＩをＵＥの前記第２のグループ中の各ＵＥに送信することと、
　をさらに備える、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記ベースレイヤは１つまたは複数のレイヤを含み、
　前記エンハンスメントレイヤは１つまたは複数のレイヤを含み、
　前記第２のデータ送信は１つまたは複数のユニキャスト送信を備える、
　請求項１６に記載の方法。
【請求項１９】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　第１のユーザ機器（ＵＥ）において、第１のデータ送信と第２のデータ送信とを含む合
成信号を受信するための手段と、
　前記第１のＵＥにおいて、前記第１のＵＥを対象とする前記第１のデータ送信のための
シンボルの第１のセットを決定するための手段と、ここにおいて、前記第１のデータ送信
または前記第２のデータ送信のうちの少なくとも１つは、シングルセルポイントツーマル
チポイント（ＳＣ－ＰＴＭ）送信である、
　前記第１のＵＥにおいて、第２のＵＥを対象とする前記第２のデータ送信のためのシン
ボルの第２のセットを決定するための手段と、ここにおいて、前記第１のデータ送信と前
記第２のデータ送信とは、少なくとも１つの重複するリソース要素を含み、シンボルの前
記第１のセットとシンボルの前記第２のセットとは、少なくとも１つのシンボルだけ異な
る、
　前記第１のＵＥにおいて、シンボルの前記決定された第１のセットおよびシンボルの前
記決定された第２のセットに少なくとも部分的に基づいて、前記第１のデータ送信のうち
の少なくとも１つを復号するための手段と、
　を備え、
　前記第１のデータ送信が前記ＳＣ－ＰＴＭ送信かつ前記合成信号のベースレイヤであり
、前記第２のデータ送信が前記第２のＵＥを対象とするユニキャスト送信かつ前記合成信
号のエンハンスメントレイヤであるときに、前記第１のデータ送信は、干渉消去を実行す
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ることなしに復号される、装置。
【請求項２０】
　前記第１のデータ送信の開始シンボルは、第２のデータ送信の開始シンボルとは異なる
、請求項１９に記載の装置。
【請求項２１】
　ＵＥのグループに関連付けられたグループ固有無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ
）を受信するための手段、
　をさらに備え、
　復号するための前記手段は、前記グループ固有ＲＮＴＩに少なくとも部分的に基づいて
、前記ＳＣ－ＰＴＭ送信を復号するように構成された、
　請求項１９に記載の装置。
【請求項２２】
　前記第１のＵＥまたは前記第２のＵＥに関連付けられたＵＥ固有無線ネットワーク一時
識別子（ＲＮＴＩ）を受信するための手段と、
　干渉消去情報を受信するための手段と、
　をさらに備え、
　　復号するための前記手段は、前記ＵＥ固有ＲＮＴＩおよび前記干渉消去情報に少なく
とも部分的に基づいて、前記第１のデータ送信または前記第２のデータ送信のうちの別の
１つを復号するように構成された、
　請求項１９に記載の装置。
【請求項２３】
　前記ベースレイヤは１つまたは複数のレイヤを含み、
　前記エンハンスメントレイヤは１つまたは複数のレイヤを含む、
　請求項１９に記載の装置。
【請求項２４】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと、
　を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　第１のユーザ機器（ＵＥ）において、第１のデータ送信と第２のデータ送信とを含む
合成信号を受信することと、ここにおいて、前記第１のデータ送信または前記第２のデー
タ送信のうちの少なくとも１つは、シングルセルポイントツーマルチポイント（ＳＣ－Ｐ
ＴＭ）送信である、
　　前記第１のＵＥにおいて、前記第１のＵＥを対象とする第１のデータ送信のためのシ
ンボルの第１のセットを決定することと、
　　前記第１のＵＥにおいて、第２のＵＥを対象とする第２のデータ送信のためのシンボ
ルの第２のセットを決定することと、ここにおいて、前記第１のデータ送信と前記第２の
データ送信とは、少なくとも１つの重複するリソース要素を含み、ここにおいて、シンボ
ルの前記第１のセットとシンボルの前記第２のセットとは、少なくとも、１つのシンボル
だけ異なる、
　　前記第１のＵＥにおいて、シンボルの前記決定された第１のセットおよびシンボルの
前記決定された第２のセットに少なくとも部分的に基づいて、前記第１のデータ送信を復
号することと、
　を行うように構成され、
　前記第１のデータ送信が前記ＳＣ－ＰＴＭ送信かつ前記合成信号のベースレイヤであり
、前記第２のデータ送信が前記第２のＵＥを対象とするユニキャスト送信かつ前記合成信
号のエンハンスメントレイヤであるときに、前記第１のデータ送信は、干渉消去を実行す
ることなしに復号される、装置。
【請求項２５】
　前記第１のデータ送信の開始シンボルは、第２のデータ送信の開始シンボルとは異なる
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、請求項２４に記載の装置。
【請求項２６】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　ＵＥのグループに関連付けられたグループ固有無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ
）を受信すること、
　を行うようにさらに構成され、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記グループ固有ＲＮＴＩに少なくとも部分的に
基づいて、前記ＳＣ－ＰＴＭ送信を復号するように構成された、
　請求項２４に記載の装置。
【請求項２７】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記第１のＵＥまたは前記第２のＵＥに関連付けられたＵＥ固有無線ネットワーク一時
識別子（ＲＮＴＩ）を受信することと、
　干渉消去情報を受信することと、
　を行うようにさらに構成され、
　　ここにおいて、前記少なくとも１つのプロセッサは、ＵＥ固有ＲＮＴＩおよび前記干
渉消去情報に少なくとも部分的基づいて、前記第１のデータ送信または前記第２のデータ
送信のうちの別の１つを復号するように構成された、
　請求項２４に記載の装置。
【請求項２８】
　前記ベースレイヤは１つまたは複数のレイヤを含み、
　前記エンハンスメントレイヤは１つまたは複数のレイヤを含む、
　請求項２４に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【優先権の主張】
【０００１】
関連出願の相互参照
　[0001]本出願は、その全体が参照により本明細書に明確に組み込まれる、２０１５年５
月２６日に出願された「NON-ORTHOGONAL MULTIPLE ACCESS (NOMA) BETWEEN A PHYSICAL D
OWNLINK SHARED CHANNEL (PDSCH) SIGNAL AND SINGLE-CELL POINT-TO-MULTIPOINT (SC-PT
M) SIGNAL」と題する米国仮出願第６２／１６６，５４４号、および２０１６年５月２日
に出願された「NON-ORTHOGONAL MULTIPLE ACCESS BETWEEN A UNICAST SIGNAL AND A SING
LE-CELL POINT-TO-MULTIPOINT SIGNAL」と題する米国特許出願第１５／１４４，１３３号
の利益を主張する。
【技術分野】
【０００２】
　[0002]本開示は、一般に通信システムに関し、より詳細には、ユニキャストＰＤＳＣＨ
信号とＳＣ－ＰＴＭ信号との間のＮＯＭＡに関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、電話、ビデオ、データ、メッセージング、およびブ
ロードキャストなど、様々な電気通信サービスを提供するために広く展開されている。典
型的なワイヤレス通信システムは、利用可能なシステムリソースを共有することによって
複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多元接続技術を採用し得る。そのよう
な多元接続技術の例としては、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続
（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム、直交周波数分割多元
接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）
システム、および時分割同期符号分割多元接続（ＴＤ－ＳＣＤＭＡ）システムがある。
【０００４】
　[0004]これらの多元接続技術は、様々なワイヤレスデバイスが都市、国家、地域、さら
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には地球規模で通信することを可能にする共通プロトコルを提供するために、様々な電気
通信規格において採用されている。例示的な電気通信規格はロングタームエボリューショ
ン（ＬＴＥ（登録商標））である。ＬＴＥは、第３世代パートナーシッププロジェクト（
３ＧＰＰ（登録商標）：Third Generation Partnership Project）によって公表されたユ
ニバーサルモバイルテレコミュニケーションズシステム（ＵＭＴＳ：Universal Mobile T
elecommunications System）モバイル規格の拡張のセットである。ＬＴＥは、ダウンリン
ク上ではＯＦＤＭＡを使用し、アップリンク上ではＳＣ－ＦＤＭＡを使用し、多入力多出
力（ＭＩＭＯ）アンテナ技術を使用して、スペクトル効率の改善、コストの低下、および
サービスの改善を通して、モバイルブロードバンドアクセスをサポートするように設計さ
れている。しかしながら、モバイルブロードバンドアクセスに対する需要が増加し続ける
につれて、ＬＴＥ技術のさらなる改善が必要である。これらの改善はまた、他の多元接続
技術と、これらの技術を採用する電気通信規格とに適用可能であり得る。
【０００５】
　[0005]マルチユーザ（ＭＵ）重畳送信（ＭＵＳＴ：Multiuser Superposition Transmis
sion）は、送信および／またはプリコーディングが非直交である場合でもシステム容量を
改善し得る、ユーザ機器（ＵＥ）と発展型ノードＢ（ｅＮＢ）の両方の観点からのＭＵ動
作のジョイント最適化（joint optimization）である。ＳＣ－ＰＴＭは、ＵＥのグループ
のための送信をターゲットにするためにＰＤＳＣＨが使用され得る送信のタイプである。
現在のＭＵＳＴ動作は、一般に、ユニキャストＰＤＳＣＨ送信をターゲットにするが、物
理マルチキャストチャネル（ＰＭＣＨ）送信および／またはＳＣ－ＰＴＭ送信を含むよう
にＭＵＳＴ動作を拡張する必要もある。
【発明の概要】
【０００６】
　[0006]以下は、１つまたは複数の態様の基本的理解を与えるために、そのような態様の
簡略化された概要を提示する。この概要は、すべての企図された態様の包括的な概観では
なく、すべての態様の主要または重要な要素を識別するものでも、いずれかまたはすべて
の態様の範囲を定めるものでもない。その唯一の目的は、後で提示されるより詳細な説明
の導入として、１つまたは複数の態様のいくつかの概念を簡略化された形で提示すること
である。
【０００７】
　[0007]ＭＵＳＴは、送信および／またはプリコーディングが非直交である場合でもシス
テム容量を改善する、ＵＥとｅＮＢの両方の観点からのＭＵ動作のジョイント最適化であ
る。ＳＣ－ＰＴＭは、ＵＥのグループのための送信をターゲットにするためにＰＤＳＣＨ
が使用され得る送信のタイプである。現在のＭＵＳＴ動作は、一般に、ユニキャストＰＤ
ＳＣＨ送信（たとえば、各々が特定のＵＥを対象とする異なるユニキャスト送信）をター
ゲットにするが、ＰＭＣＨ送信（たとえば、ＳＣ－ＰＴＭ送信）を含むようにＭＵＳＴ動
作を拡張する必要もある。より良いチャネル状態をもつＵＥは、より悪いチャネル状態を
もつＵＥと比較して、より高いデートレート／高品質をもつＰＭＣＨ送信を介してｅＭＢ
ＭＳサービスを受信し得る。
【０００８】
　[0008]本開示は、１つまたは複数のユニキャスト送信とＳＣ－ＰＴＭ送信との間のＭＵ
ＳＴを可能にすることによって、この問題の解決策を提供する。たとえば、１つまたは複
数のユニキャスト送信とＳＣ－ＰＴＭ送信とは、１つまたは複数のユニキャスト送信を送
信するために使用されるリソースブロック（ＲＢ）および／またはシンボルが、ＳＣ－Ｐ
ＴＭ送信を送信するために使用されるＲＢと部分的に重複し得るように、合成され得る。
一態様では、ＳＣ－ＰＴＭ送信のＰＤＳＣＨは合成信号（combined signal）のベースレ
イヤ（base layer）であり得るが、１つまたは複数のユニキャスト送信のＰＤＳＣＨは合
成信号のエンハンスメントレイヤ（enhancement layer）であり得る。言い換えれば、Ｓ
Ｃ－ＰＴＭ送信を受信するＵＥは、干渉消去なしにＳＣ－ＰＴＭ送信を復号し得るが、１
つまたは複数のユニキャスト送信を受信する（１つまたは複数の）ＵＥは、ユニキャスト
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送信を復号するより前に、重複するＲＢについてのＳＣ－ＰＴＭのために干渉消去を実行
し得る。
【０００９】
　[0009]このようにして、本開示は、１つまたは複数のユニキャスト送信とＳＣ－ＰＴＭ
送信との間のＭＵＳＴを提供することが可能である。
【００１０】
　[0010]本開示の一態様では、方法、コンピュータ可読媒体、および装置が提供される。
本装置は、第１のＵＥにおいて、第１のデータ送信と第２のデータ送信とを含む合成信号
を受信し得る。本装置はまた、第１のＵＥにおいて、第１のＵＥを対象とする第１のデー
タ送信のためのシンボルの第１のセットを決定し得る。本装置はさらに、第１のＵＥにお
いて、第２のＵＥを対象とする第２のデータ送信のためのシンボルの第２のセットを決定
し得る。一態様では、第１のデータ送信と第２のデータ送信とは、少なくとも１つの重複
するリソース要素を含み得る。別の態様では、シンボルの第１のセットとシンボルの第２
のセットとは、少なくとも１つのシンボルだけ異なり得る。本装置はまた、第１のＵＥに
おいて、シンボルの決定された第１のセットおよびシンボルの決定された第２のセットに
少なくとも部分的に基づいて、第１のデータ送信を復号し得る。
【００１１】
　[0011]別の態様では、本装置は、ＵＥの第１のグループのための第１のデータ送信を生
成する。本装置はまた、ＵＥの第２のグループのための第２のデータ送信を生成する。本
装置はさらに、第１のデータ送信と第２のデータ送信とを合成信号に合成する。さらに、
本装置は、合成信号をＵＥの第１のグループとＵＥの第２のグループとに送信する。一態
様では、第１のデータ送信と第２のデータ送信とは、少なくとも１つの重複するリソース
要素を含み得る。さらなる態様では、シンボルの第１のセットとシンボルの第２のセット
とは、少なくとも１つのシンボルだけ異なり得る。
【００１２】
　[0012]上記および関係する目的を達成するために、１つまたは複数の態様は、以下で十
分に説明され、特に特許請求の範囲で指摘される特徴を備える。以下の説明および添付の
図面は、１つまたは複数の態様のいくつかの例示的な特徴を詳細に記載する。ただし、こ
れらの特徴は、様々な態様の原理が採用され得る様々な方法のうちのほんのいくつかを示
すものであり、この説明は、すべてのそのような態様およびそれらの均等物を含むものと
する。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】[0013]ワイヤレス通信システムおよびアクセスネットワークの一例を示す図。
【図２Ａ】[0014]ＤＬフレーム構造のＬＴＥ例を示す図。
【図２Ｂ】ＤＬフレーム構造内のＤＬチャネルのＬＴＥ例を示す図。
【図２Ｃ】ＵＬフレーム構造のＬＴＥ例を示す図。
【図２Ｄ】ＵＬフレーム構造内のＵＬチャネルのＬＴＥ例を示す図。
【図３】[0015]アクセスネットワーク中の発展型ノードＢ（ｅＮＢ）およびユーザ機器（
ＵＥ）の一例を示す図。
【図４】[0016]本開示の一態様による、ＭＵ通信システムの図。
【図５】[0017]ワイヤレス通信の方法のフローチャート。
【図６】[0018]例示的な装置中の異なる手段／構成要素間のデータフローを示す概念デー
タフロー図。
【図７】[0019]処理システムを採用する装置のためのハードウェア実装形態の一例を示す
図。
【図８】[0020]ワイヤレス通信の方法のフローチャート。
【図９】[0021]例示的な装置中の異なる手段／構成要素間のデータフローを示す概念デー
タフロー図。
【図１０】[0022]処理システムを採用する装置のためのハードウェア実装形態の一例を示
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す図。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　[0023]添付の図面に関して以下に記載される発明を実施するための形態は、様々な構成
を説明するものであり、本明細書で説明される概念が実施され得る構成のみを表すもので
はない。発明を実施するための形態は、様々な概念の完全な理解を与えるための具体的な
詳細を含む。ただし、これらの概念はこれらの具体的な詳細なしに実施され得ることが当
業者には明らかであろう。いくつかの事例では、そのような概念を曖昧にするのを回避す
るために、よく知られている構造および構成要素がブロック図の形式で示される。
【００１５】
　[0024]次に、様々な装置および方法に関して電気通信システムのいくつかの態様が提示
される。これらの装置および方法は、以下の発明を実施するための形態において説明され
、（「要素」と総称される）様々なブロック、構成要素、回路、プロセス、アルゴリズム
などによって添付の図面に示される。これらの要素は、電子ハードウェア、コンピュータ
ソフトウェア、またはそれらの任意の組合せを使用して実装され得る。そのような要素が
ハードウェアとして実装されるか、ソフトウェアとして実装されるかは、特定の適用例お
よび全体的なシステムに課される設計制約に依存する。
【００１６】
　[0025]例として、要素、または要素の任意の部分、または要素の任意の組合せは、１つ
または複数のプロセッサを含む「処理システム」として実装され得る。プロセッサの例と
しては、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、グラフィックス処理ユニット（Ｇ
ＰＵ）、中央処理ユニット（ＣＰＵ）、アプリケーションプロセッサ、デジタル信号プロ
セッサ（ＤＳＰ）、縮小命令セットコンピューティング（ＲＩＳＣ）プロセッサ、システ
ムオンチップ（ＳｏＣ）、ベースバンドプロセッサ、フィールドプログラマブルゲートア
レイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバイス（ＰＬＤ）、状態機械、ゲート論理、個
別ハードウェア回路、および本開示全体にわたって説明される様々な機能を実行するよう
に構成された他の好適なハードウェアがある。処理システム中の１つまたは複数のプロセ
ッサはソフトウェアを実行し得る。ソフトウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミ
ドルウェア、マイクロコード、ハードウェア記述言語などの名称にかかわらず、命令、命
令セット、コード、コードセグメント、プログラムコード、プログラム、サブプログラム
、ソフトウェア構成要素、アプリケーション、ソフトウェアアプリケーション、ソフトウ
ェアパッケージ、ルーチン、サブルーチン、オブジェクト、実行ファイル、実行スレッド
、プロシージャ、関数などを意味すると広く解釈されたい。
【００１７】
　[0026]したがって、１つまたは複数の例示的な実施形態では、説明される機能は、ハー
ドウェア、ソフトウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。ソフトウェアで
実装される場合、機能は、コンピュータ可読媒体上に記憶されるか、あるいはコンピュー
タ可読媒体上に１つまたは複数の命令またはコードとして符号化され得る。コンピュータ
可読媒体はコンピュータ記憶媒体を含む。記憶媒体は、コンピュータによってアクセスさ
れ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、そのようなコンピュー
タ可読媒体は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読取り専用メモリ（ＲＯＭ）、電気
的消去可能プログラマブルＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ（登録商標））、光ディスクストレージ
、磁気ディスクストレージ、他の磁気ストレージデバイス、上述のタイプのコンピュータ
可読媒体の組合せ、あるいはコンピュータによってアクセスされ得る、命令またはデータ
構造の形態のコンピュータ実行可能コードを記憶するために使用され得る任意の他の媒体
を備えることができる。
【００１８】
　[0027]図１は、ワイヤレス通信システムおよびアクセスネットワーク１００の一例を示
す図である。（ワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ）とも呼ばれる）ワイヤ
レス通信システムは、基地局１０２と、ＵＥ１０４と、発展型パケットコア（ＥＰＣ）１
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６０とを含む。基地局１０２は、マクロセル（高電力セルラー基地局）および／またはス
モールセル（低電力セルラー基地局）を含み得る。マクロセルはｅＮＢを含む。スモール
セルは、フェムトセル、ピコセル、およびマイクロセルを含む。
【００１９】
　[0028]（発展型ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションズシステム（ＵＭＴＳ）
地上波無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）と総称される）基地局１０２は、バ
ックホールリンク１３２（たとえば、Ｓ１インターフェース）を通してＥＰＣ１６０とイ
ンターフェースする。他の機能に加えて、基地局１０２は、以下の機能、すなわち、ユー
ザデータの転送と、無線チャネル暗号化および解読と、完全性保護と、ヘッダ圧縮と、モ
ビリティ制御機能（たとえば、ハンドオーバ、デュアル接続性）と、セル間干渉協調と、
接続セットアップおよび解放と、負荷分散と、非アクセス層（ＮＡＳ：non-access strat
um）メッセージのための分配と、ＮＡＳノード選択と、同期と、無線アクセスネットワー
ク（ＲＡＮ：radio access network）共有と、マルチメディアブロードキャストマルチキ
ャストサービス（ＭＢＭＳ：multimedia broadcast multicast service）と、加入者およ
び機器トレースと、ＲＡＮ情報管理（ＲＩＭ：RAN information management）と、ページ
ングと、測位と、警告メッセージの配信とのうちの１つまたは複数を実行し得る。基地局
１０２は、バックホールリンク１３４（たとえば、Ｘ２インターフェース）上で互いと直
接または間接的に（たとえば、ＥＰＣ１６０を通して）通信し得る。バックホールリンク
１３４はワイヤードまたはワイヤレスであり得る。
【００２０】
　[0029]基地局１０２はＵＥ１０４とワイヤレス通信し得る。基地局１０２の各々は、そ
れぞれの地理的カバレージエリア１１０に通信カバレージを与え得る。重複する地理的カ
バレージエリア１１０があり得る。たとえば、スモールセル１０２’は、１つまたは複数
のマクロ基地局１０２のカバレージエリア１１０と重複するカバレージエリア１１０’を
有し得る。スモールセルとマクロセルの両方を含むネットワークが、異種ネットワークと
して知られ得る。異種ネットワークはまた、限定加入者グループ（ＣＳＧ）として知られ
る限定グループにサービスを提供し得るホーム発展型ノードＢ（ｅＮＢ）（ＨｅＮＢ）を
含み得る。基地局１０２とＵＥ１０４との間の通信リンク１２０は、ＵＥ１０４から基地
局１０２への（逆方向リンクとも呼ばれる）アップリンク（ＵＬ）送信、および／または
基地局１０２からＵＥ１０４への（順方向リンクとも呼ばれる）ダウンリンク（ＤＬ）送
信を含み得る。通信リンク１２０は、空間多重化、ビームフォーミング、および／または
送信ダイバーシティを含む、ＭＩＭＯアンテナ技術を使用し得る。通信リンクは、１つま
たは複数のキャリアを通したものであり得る。基地局１０２／ＵＥ１０４は、各方向にお
いて送信のために使用される最高合計Ｙｘ　ＭＨｚ（ｘ個のコンポーネントキャリア）の
キャリアアグリゲーションにおいて割り振られた、キャリアごとの最高Ｙ　ＭＨｚ（たと
えば、５、１０、１５、２０ＭＨｚ）帯域幅のスペクトルを使用し得る。キャリアは、互
いに隣接することも隣接しないこともある。キャリアの割振りは、ＤＬとＵＬとに対して
非対称であり得る（たとえば、ＤＬの場合、ＵＬの場合よりも多いまたは少ないキャリア
が割り振られ得る）。コンポーネントキャリアは、１次コンポーネントキャリアと、１つ
または複数の２次コンポーネントキャリアとを含み得る。１次コンポーネントキャリアは
１次セル（ＰＣｅｌｌ）と呼ばれることがあり、２次コンポーネントキャリアは２次セル
（ＳＣｅｌｌ）と呼ばれることがある。
【００２１】
　[0030]ワイヤレス通信システムは、５ＧＨｚ無認可周波数スペクトル中で通信リンク１
５４を介してＷｉ－Ｆｉ（登録商標）局（ＳＴＡ）１５２と通信しているＷｉ－Ｆｉアク
セスポイント（ＡＰ）１５０をさらに含み得る。無認可周波数スペクトル中で通信すると
き、ＳＴＡ１５２／ＡＰ１５０は、チャネルが利用可能であるかどうかを決定するために
、通信するより前にクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）を実行し得る。
【００２２】
　[0031]スモールセル１０２’は、認可および／または無認可周波数スペクトル中で動作
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し得る。無認可周波数スペクトル中で動作するとき、スモールセル１０２’は、ＬＴＥを
採用し、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰ１５０によって使用されるのと同じ５ＧＨｚ無認可周波数スペ
クトルを使用し得る。無認可周波数スペクトル中でＬＴＥを採用するスモールセル１０２
’は、アクセスネットワークへのカバレージをブーストし、および／またはアクセスネッ
トワークの容量を増加させ得る。無認可スペクトルにおけるＬＴＥは、ＬＴＥ無認可（Ｌ
ＴＥ－Ｕ：LTE（登録商標）-unlicensed）、認可支援アクセス（ＬＡＡ）、またはＭｕＬ
ＴＥｆｉｒｅと呼ばれることがある。
【００２３】
　[0032]ＥＰＣ１６０は、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ：Mobility Management 
Entity）１６２と、他のＭＭＥ１６４と、サービングゲートウェイ１６６と、マルチメデ
ィアブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）ゲートウェイ１６８と、ブロ
ードキャストマルチキャストサービスセンター（ＢＭ－ＳＣ：Broadcast Multicast Serv
ice Center）１７０と、パケットデータネットワーク（ＰＤＮ）ゲートウェイ１７２とを
含み得る。ＭＭＥ１６２はホーム加入者サーバ（ＨＳＳ）１７４と通信していることがあ
る。ＭＭＥ１６２は、ＵＥ１０４とＥＰＣ１６０との間のシグナリングを処理する制御ノ
ードである。概して、ＭＭＥ１６２はベアラおよび接続管理を行う。すべてのユーザイン
ターネットプロトコル（ＩＰ）パケットはサービングゲートウェイ１６６を通して転送さ
れ、サービングゲートウェイ１６６自体はＰＤＮゲートウェイ１７２に接続される。ＰＤ
Ｎゲートウェイ１７２はＵＥのＩＰアドレス割振りならびに他の機能を与える。ＰＤＮゲ
ートウェイ１７２およびＢＭ－ＳＣ１７０はＩＰサービス１７６に接続される。ＩＰサー
ビス１７６は、インターネット、イントラネット、ＩＰマルチメディアサブシステム（Ｉ
ＭＳ：IP Multimedia Subsystem）、ＰＳストリーミングサービス（ＰＳＳ：PS Streamin
g Service）、および／または他のＩＰサービスを含み得る。ＢＭ－ＳＣ１７０は、ＭＢ
ＭＳユーザサービスプロビジョニングおよび配信のための機能を与え得る。ＢＭ－ＳＣ１
７０は、コンテンツプロバイダＭＢＭＳ送信のためのエントリポイントとして働き得、パ
ブリックランドモバイルネットワーク（ＰＬＭＮ：public land mobile network）内のＭ
ＢＭＳベアラサービスを許可し、開始するために使用され得、ＭＢＭＳ送信をスケジュー
ルするために使用され得る。ＭＢＭＳゲートウェイ１６８は、特定のサービスをブロード
キャストするマルチキャストブロードキャスト単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）エ
リアに属する基地局１０２にＭＢＭＳトラフィックを配信するために使用され得、セッシ
ョン管理（開始／停止）と、ｅＭＢＭＳ関係の課金情報を収集することとを担当し得る。
【００２４】
　[0033]基地局は、ノードＢ、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）、アクセスポイント、基地トラ
ンシーバ局、無線基地局、無線トランシーバ、トランシーバ機能、基本サービスセット（
ＢＳＳ：basic service set）、拡張サービスセット（ＥＳＳ：extended service set）
、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることもある。基地局１０２は、ＵＥ１０４に
ＥＰＣ１６０へのアクセスポイントを与える。ＵＥ１０４の例としては、セルラーフォン
、スマートフォン、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ：session initiation protocol
）電話、ラップトップ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、衛星無線、全地球測位システム、マル
チメディアデバイス、ビデオデバイス、デジタルオーディオプレーヤ（たとえば、ＭＰ３
プレーヤ）、カメラ、ゲーム機、タブレット、スマートデバイス、ウェアラブルデバイス
、または任意の他の同様の機能デバイスがある。ＵＥ１０４は、局、移動局、加入者局、
モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、モバイル
デバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバイル
加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセット
、ユーザエージェント、モバイルクライアント、クライアント、または何らかの他の好適
な用語で呼ばれることもある。
【００２５】
　[0034]再び図１を参照すると、いくつかの態様では、ｅＮＢ１０２は、ユニキャストＰ
ＤＳＣＨ信号とＳＣ－ＰＴＭ　ＰＤＳＣＨ信号との間のＮＯＭＡ（１９８）を可能にする
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ように構成され得る。
【００２６】
　[0035]図２Ａは、ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の一例を示す図２００である。図２
Ｂは、ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造内のチャネルの一例を示す図２３０である。図２
Ｃは、ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の一例を示す図２５０である。図２Ｄは、ＬＴＥ
におけるＵＬフレーム構造内のチャネルの一例を示す図２８０である。他のワイヤレス通
信技術は、異なるフレーム構造および／または異なるチャネルを有し得る。ＬＴＥでは、
フレーム（１０ｍｓ）は、等しいサイズの１０個のサブフレームに分割され得る。各サブ
フレームは、２つの連続するタイムスロットを含み得る。２つのタイムスロットを表すた
めにリソースグリッドが使用され得、各タイムスロットは、１つまたは複数の（物理ＲＢ
（ＰＲＢ：physical resource block）とも呼ばれる）時間並列リソースブロック（ＲＢ
）を含む。リソースグリッドは複数のリソース要素（ＲＥ）に分割される。ＬＴＥでは、
ノーマルサイクリックプレフィックスの場合、ＲＢは、合計８４個のＲＥのために、周波
数領域中に１２個の連続するサブキャリアを含み、時間領域中に７つの連続するシンボル
（ＤＬの場合、ＯＦＤＭシンボル、ＵＬの場合、ＳＣ－ＦＤＭＡシンボル）を含んでいる
。拡張サイクリックプレフィックスの場合、ＲＢは、合計７２個のＲＥのために、周波数
領域中に１２個の連続するサブキャリアを含んでおり、時間領域中に６個の連続するシン
ボルを含んでいる。各ＲＥによって搬送されるビット数は変調方式に依存する。
【００２７】
　[0036]図２Ａに示されているように、ＲＥのうちのいくつかが、ＵＥにおけるチャネル
推定のためのＤＬ基準（パイロット）信号（ＤＬ－ＲＳ）を搬送する。ＤＬ－ＲＳは、（
共通ＲＳと呼ばれることもある）セル固有基準信号（ＣＲＳ：cell-specific reference 
signal）と、ＵＥ固有基準信号（ＵＥ－ＲＳ：UE-specific reference signal）と、チャ
ネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ：channel state information reference signal）
とを含み得る。図２Ａは、（それぞれ、Ｒ0、Ｒ1、Ｒ2、およびＲ3として示される）アン
テナポート０、１、２、および３のためのＣＲＳと、（Ｒ5として示される）アンテナポ
ート５のためのＵＥ－ＲＳと、（Ｒとして示される）アンテナポート１５のためのＣＳＩ
－ＲＳとを示す。図２Ｂは、フレームのＤＬサブフレーム内の様々なチャネルの一例を示
す。物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ：physical control for
mat indicator channel）は、スロット０のシンボル０内にあり、物理ダウンリンク制御
チャネル（ＰＤＣＣＨ：physical downlink control channel）が１つのシンボルを占有
するのか、２つのシンボルを占有するのか、３つのシンボルを占有するのかを示す制御フ
ォーマットインジケータ（ＣＦＩ）を搬送する（図２Ｂは、３つのシンボルを占有するＰ
ＤＣＣＨを示す）。ＰＤＣＣＨは、１つまたは複数の制御チャネル要素（ＣＣＥ）内でダ
ウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を搬送し、各ＣＣＥは９つのＲＥグループ（ＲＥＧ）を含
み、各ＲＥＧは、ＯＦＤＭシンボル中に４つの連続するＲＥを含む。ＵＥは、ＤＣＩをも
搬送するＵＥ固有拡張ＰＤＣＣＨ（ｅＰＤＣＣＨ）で構成され得る。ｅＰＤＣＣＨは、２
つ、４つ、または８つのＲＢペアを有し得る（図２Ｂは２つのＲＢペアを示し、各サブセ
ットは１つのＲＢペアを含む）。物理ハイブリッド自動再送要求（ＡＲＱ）（ＨＡＲＱ：
hybrid automatic repeat request）インジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）もスロット０
のシンボル０内にあり、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）に基づいて、ＨＡ
ＲＱ確認応答（ＡＣＫ）／否定ＡＣＫ（ＮＡＣＫ）フィードバックを示すＨＡＲＱインジ
ケータ（ＨＩ）を搬送する。１次同期チャネル（ＰＳＣＨ）は、フレームのサブフレーム
０および５内のスロット０のシンボル６内にあり、サブフレームタイミングと物理レイヤ
識別情報とを決定するためにＵＥによって使用される１次同期信号（ＰＳＳ）を搬送する
。２次同期チャネル（ＳＳＣＨ）は、フレームのサブフレーム０および５内のスロット０
のシンボル５内にあり、物理レイヤセル識別情報グループ番号を決定するためにＵＥによ
って使用される２次同期信号（ＳＳＳ）を搬送する。物理レイヤ識別情報と物理レイヤセ
ル識別情報グループ番号とに基づいて、ＵＥは物理セル識別子（ＰＣＩ）を決定すること
ができる。ＰＣＩに基づいて、ＵＥは上述のＤＬ－ＲＳのロケーションを決定することが
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できる。物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ：physical broadcast channel）は、
フレームのサブフレーム０のスロット１のシンボル０、１、２、３内にあり、マスター情
報ブロック（ＭＩＢ）を搬送する。ＭＩＢは、ＤＬシステム帯域幅中のＲＢの数と、ＰＨ
ＩＣＨ構成と、システムフレーム番号（ＳＦＮ）とを与える。物理ダウンリンク共有チャ
ネル（ＰＤＳＣＨ：physical downlink shared channel）は、ユーザデータと、システム
情報ブロック（ＳＩＢ）などのＰＢＣＨを通して送信されないブロードキャストシステム
情報と、ページングメッセージとを搬送する。
【００２８】
　[0037]図２Ｃに示されているように、ＲＥのうちのいくつかが、ｅＮＢにおけるチャネ
ル推定のための復調基準信号（ＤＭ－ＲＳ）を搬送する。ＵＥは、サブフレームの最後の
シンボル中でサウンディング基準信号（ＳＲＳ）をさらに送信し得る。ＳＲＳはコーム（
comb）構造を有し得、ＵＥは、コームのうちの１つ上でＳＲＳを送信し得る。ＳＲＳは、
ｅＮＢによって、ＵＬ上での周波数依存スケジューリングを可能にするために、チャネル
品質推定のために使用され得る。図２Ｄは、フレームのＵＬサブフレーム内の様々なチャ
ネルの一例を示す。物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ：physical random acce
ss channel）が、ＰＲＡＣＨ構成に基づいてフレーム内の１つまたは複数のサブフレーム
内にあり得る。ＰＲＡＣＨは、サブフレーム内に６つの連続するＲＢペアを含み得る。Ｐ
ＲＡＣＨは、ＵＥが初期システムアクセスを実行し、ＵＬ同期を達成することを可能にす
る。物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ：physical uplink control channel）
が、ＵＬシステム帯域幅のエッジ上に位置し得る。ＰＵＣＣＨは、スケジューリング要求
、チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）、プリコーディング行列インジケータ（ＰＭＩ）
、ランクインジケータ（ＲＩ）、およびＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックなど
、アップリンク制御情報（ＵＣＩ）を搬送する。ＰＵＳＣＨは、データを搬送し、バッフ
ァステータス報告（ＢＳＲ）、パワーヘッドルーム報告（ＰＨＲ）、および／またはＵＣ
Ｉを搬送するためにさらに使用され得る。
【００２９】
　[0038]図３は、アクセスネットワーク中でＵＥ３５０と通信しているｅＮＢ３１０のブ
ロック図である。ＤＬでは、ＥＰＣ１６０からのＩＰパケットがコントローラ／プロセッ
サ３７５に与えられ得る。コントローラ／プロセッサ３７５はレイヤ３およびレイヤ２機
能を実装する。レイヤ３は無線リソース制御（ＲＲＣ）レイヤを含み、レイヤ２は、パケ
ットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ）レイヤと、無線リンク制御（ＲＬＣ
）レイヤと、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）レイヤとを含む。コントローラ／プロセッサ３
７５は、システム情報（たとえば、ＭＩＢ、ＳＩＢ）のブロードキャスティングと、ＲＲ
Ｃ接続制御（たとえば、ＲＲＣ接続ページング、ＲＲＣ接続確立、ＲＲＣ接続変更、およ
びＲＲＣ接続解放）と、無線アクセス技術（ＲＡＴ）間モビリティと、ＵＥ測定報告のた
めの測定構成とに関連するＲＲＣレイヤ機能、ならびにヘッダ圧縮／復元と、セキュリテ
ィ（暗号化、解読、完全性保護、完全性検証）と、ハンドオーバサポート機能とに関連す
るＰＤＣＰレイヤ機能、ならびに上位レイヤパケットデータユニット（ＰＤＵ）の転送と
、ＡＲＱを介した誤り訂正と、ＲＬＣサービスデータユニット（ＳＤＵ）の連結、セグメ
ンテーション、およびリアセンブリと、ＲＬＣデータＰＤＵの再セグメンテーションと、
ＲＬＣデータＰＤＵの並べ替えとに関連するＲＬＣレイヤ機能、ならびに論理チャネルと
トランスポートチャネルとの間のマッピングと、トランスポートブロック（ＴＢ）上への
ＭＡＣ　ＳＤＵの多重化と、ＴＢからのＭＡＣ　ＳＤＵのデマリチプレクシングと、スケ
ジューリング情報報告と、ＨＡＲＱを介した誤り訂正と、優先度処理と、論理チャネル優
先度付けとに関連するＭＡＣレイヤ機能を与える。
【００３０】
　[0039]送信（ＴＸ）プロセッサ３１６および受信（ＲＸ）プロセッサ３７０は、様々な
信号処理機能に関連するレイヤ１機能を実装する。物理（ＰＨＹ）レイヤを含むレイヤ１
は、トランスポートチャネル上の誤り検出と、トランスポートチャネルの前方誤り訂正（
ＦＥＣ）コーディング／復号と、インターリービングと、レートマッチングと、物理チャ
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ネル上へのマッピングと、物理チャネルの変調／復調と、ＭＩＭＯアンテナ処理とを含み
得る。ＴＸプロセッサ３１６は、様々な変調方式（たとえば、２位相シフトキーイング（
ＢＰＳＫ：binary phase-shift keying）、４位相シフトキーイング（ＱＰＳＫ：quadrat
ure phase-shift keying）、Ｍ位相シフトキーイング（Ｍ－ＰＳＫ：M-phase-shift keyi
ng）、多値直交振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ：M-quadrature amplitude modulation））に基づ
く信号コンスタレーションへのマッピングを扱う。コーディングされ、変調されたシンボ
ルは、次いで並列ストリームに分割され得る。各ストリームは、次いで、時間領域ＯＦＤ
Ｍシンボルストリームを搬送する物理チャネルを生成するために、ＯＦＤＭサブキャリア
にマッピングされ、時間領域および／または周波数領域中で基準信号（たとえば、パイロ
ット）と多重化され、次いで逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ：Inverse Fast Fourier Tra
nsform）を使用して互いに合成され得る。ＯＦＤＭストリームは、複数の空間ストリーム
を生成するために空間的にプリコーディングされる。チャネル推定器３７４からのチャネ
ル推定値は、コーディングおよび変調方式を決定するために、ならびに空間処理のために
使用され得る。チャネル推定値は、ＵＥ３５０によって送信される基準信号および／また
はチャネル状態フィードバックから導出され得る。各空間ストリームは、次いで、別個の
送信機３１８ＴＸを介して異なるアンテナ３２０に与えられ得る。各送信機３１８ＴＸは
、送信のためにそれぞれの空間ストリームでＲＦキャリアを変調し得る。
【００３１】
　[0040]ＵＥ３５０において、各受信機３５４ＲＸは、それのそれぞれのアンテナ３５２
を通して信号を受信する。各受信機３５４ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情報を復
元し、その情報を受信（ＲＸ）プロセッサ３５６に与える。ＴＸプロセッサ３６８および
ＲＸプロセッサ３５６は、様々な信号処理機能に関連するレイヤ１機能を実装する。ＲＸ
プロセッサ３５６は、ＵＥ３５０に宛てられた任意の空間ストリームを復元するために、
情報に対して空間処理を実行し得る。複数の空間ストリームがＵＥ３５０に宛てられた場
合、それらはＲＸプロセッサ３５６によって単一のＯＦＤＭシンボルストリームに合成さ
れ得る。ＲＸプロセッサ３５６は、次いで、高速フーリエ変換（ＦＦＴ）を使用してＯＦ
ＤＭシンボルストリームを時間領域から周波数領域に変換する。周波数領域信号は、ＯＦ
ＤＭ信号のサブキャリアごとに別々のＯＦＤＭシンボルストリームを備える。各サブキャ
リア上のシンボルと、基準信号とは、ｅＮＢ３１０によって送信される、可能性が最も高
い信号コンスタレーションポイントを決定することによって復元され、復調される。これ
らの軟判定は、チャネル推定器３５８によって算出されるチャネル推定値に基づき得る。
軟判定は、次いで、物理チャネル上でｅＮＢ３１０によって最初に送信されたデータと制
御信号とを復元するために復号され、デインターリーブされる。データおよび制御信号は
、次いで、レイヤ３およびレイヤ２機能を実装するコントローラ／プロセッサ３５９に与
えられる。
【００３２】
　[0041]コントローラ／プロセッサ３５９は、プログラムコードとデータとを記憶するメ
モリ３６０に関連し得る。メモリ３６０はコンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。
ＵＬでは、コントローラ／プロセッサ３５９は、ＥＰＣ１６０からのＩＰパケットを復元
するために、トランスポートチャネルと論理チャネルとの間の多重分離と、パケットリア
センブリと、解読と、ヘッダ復元と、制御信号処理とを行う。コントローラ／プロセッサ
３５９はまた、ＨＡＲＱ動作をサポートするためにＡＣＫおよび／またはＮＡＣＫプロト
コルを使用する誤り検出を担当する。
【００３３】
　[0042]ｅＮＢ３１０によるＤＬ送信に関して説明された機能と同様に、コントローラ／
プロセッサ３５９は、システム情報（たとえば、ＭＩＢ、ＳＩＢ）獲得と、ＲＲＣ接続と
、測定報告とに関連するＲＲＣレイヤ機能、ならびにヘッダ圧縮／復元と、セキュリティ
（暗号化、解読、完全性保護、完全性検証）とに関連するＰＤＣＰレイヤ機能、ならびに
上位レイヤＰＤＵの転送と、ＡＲＱを介した誤り訂正と、ＲＬＣ　ＳＤＵの連結、セグメ
ンテーション、およびリアセンブリと、ＲＬＣデータＰＤＵの再セグメンテーションと、
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ＲＬＣデータＰＤＵの並べ替えとに関連するＲＬＣレイヤ機能、ならびに論理チャネルと
トランスポートチャネルとの間のマッピングと、ＴＢ上へのＭＡＣ　ＳＤＵの多重化と、
ＴＢからのＭＡＣ　ＳＤＵのデマルチプレクシングと、スケジューリング情報報告と、Ｈ
ＡＲＱを介した誤り訂正と、優先度処理と、論理チャネル優先度付けとに関連するＭＡＣ
レイヤ機能を与える。
【００３４】
　[0043]ｅＮＢ３１０によって送信される基準信号またはフィードバックからの、チャネ
ル推定器３５８によって導出されるチャネル推定値は、適切なコーディングおよび変調方
式を選択することと、空間処理を可能にすることとを行うために、ＴＸプロセッサ３６８
によって使用され得る。ＴＸプロセッサ３６８によって生成される空間ストリームは、別
個の送信機３５４ＴＸを介して異なるアンテナ３５２に与えられ得る。各送信機３５４Ｔ
Ｘは、送信のためにそれぞれの空間ストリームでＲＦキャリアを変調し得る。
【００３５】
　[0044]ＵＬ送信は、ＵＥ３５０における受信機機能に関して説明された様式と同様の様
式でｅＮＢ３１０において処理される。各受信機３１８ＲＸは、そのそれぞれのアンテナ
３２０を通して信号を受信する。各受信機３１８ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情
報を復元し、その情報をＲＸプロセッサ３７０に与える。
【００３６】
　[0045]コントローラ／プロセッサ３７５は、プログラムコードとデータとを記憶するメ
モリ３７６に関連し得る。メモリ３７６はコンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。
ＵＬでは、コントローラ／プロセッサ３７５は、ＵＥ３５０からのＩＰパケットを復元す
るために、トランスポートチャネルと論理チャネルとの間の多重分離と、パケットリアセ
ンブリと、解読と、ヘッダ復元と、制御信号処理とを行う。コントローラ／プロセッサ３
７５からのＩＰパケットは、ＥＰＣ１６０に与えられ得る。コントローラ／プロセッサ３
７５はまた、ＨＡＲＱ動作をサポートするためにＡＣＫおよび／またはＮＡＣＫプロトコ
ルを使用する誤り検出を担当する。
【００３７】
　[0046]ＭＵＳＴは、送信および／またはプリコーディングが非直交である場合でもシス
テム容量を改善し得る、ＵＥとｅＮＢの両方の観点からのＭＵ動作のジョイント最適化で
ある。ＳＣ－ＰＴＭは、ＵＥのグループのための送信をターゲットにするためにＰＤＳＣ
Ｈが使用され得る送信のタイプである。現在のＭＵＳＴ動作は、一般に、ユニキャストＰ
ＤＳＣＨ送信（たとえば、各々が特定のＵＥを対象とする異なるユニキャスト送信）をタ
ーゲットにするが、ＰＭＣＨ送信（たとえば、ＳＣ－ＰＴＭ送信）を含むようにＭＵＳＴ
動作を拡張する必要もある。より良いチャネル状態をもつＵＥは、より悪いチャネル状態
をもつＵＥと比較して、より高いデートレート／高品質をもつＰＭＣＨ送信を介してｅＭ
ＢＭＳサービスを受信し得る。
【００３８】
　[0047]本開示は、１つまたは複数のユニキャスト送信とＳＣ－ＰＴＭ送信との間のＭＵ
ＳＴを可能にすることによって、この問題の解決策を提供する。たとえば、１つまたは複
数のユニキャスト送信とＳＣ－ＰＴＭ送信とは、１つまたは複数のユニキャスト送信を送
信するために使用されるＲＢおよび／またはシンボルが、ＳＣ－ＰＴＭ送信を送信するた
めに使用されるＲＢおよび／またはシンボルと部分的に重複し得るように、合成され得る
。一態様では、ＳＣ－ＰＴＭ送信のＰＤＳＣＨは合成信号のベースレイヤであり得るが、
１つまたは複数のユニキャスト送信のＰＤＳＣＨは合成信号のエンハンスメントレイヤで
あり得る。言い換えれば、ＳＣ－ＰＴＭ送信を受信するＵＥは、干渉消去なしにＳＣ－Ｐ
ＴＭ送信を復号し得るが、１つまたは複数のユニキャスト送信を受信する（１つまたは複
数の）ＵＥは、ユニキャスト送信を復号するより前に、重複するＲＢのためにＳＣ－ＰＴ
Ｍにより干渉消去を実行し得る。
【００３９】
　[0048]このようにして、本開示は、１つまたは複数のユニキャスト送信とＳＣ－ＰＴＭ
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送信との間のＭＵＳＴを提供することが可能である。
【００４０】
　[0049]図４は、１つまたは複数のユニキャストＰＤＳＣＨ信号（たとえば、ＵＥ４０６
、４０８のための個別のユニキャスト送信）とＳＣ－ＰＴＭ　ＰＤＳＣＨ信号（たとえば
、複数のＵＥ４０４のための送信）とのためのＭＵＳＴ（たとえば、合成信号４１０）を
提供する、ＭＵ通信システム４００の図である。
【００４１】
　[0050]図４を参照すると、ｅＮＢ４０２および／またはＵＥ４０４、４０６、４０８は
、通信品質と信頼性とを改善し得るアンテナダイバーシティ方式を採用するために複数の
アンテナを含み得る。追加または代替として、ｅＮＢ４０２および／またはＵＥ４０４、
４０６、４０８は、同じまたは異なるコード化データを搬送する複数の空間レイヤを送信
するために、マルチパス環境を利用し得るＭＩＭＯ技法を採用し得る。ＭＩＭＯ技法は、
同じまたは異なるデータストリームがｅＮＢ４０２と単一のＵＥとの間の複数のレイヤ上
で通信される、シングルユーザＭＩＭＯ（ＳＵ－ＭＩＭＯ）技法を含む。ＭＩＭＯ技法は
、複数のストリームが、空間的に区別可能なＵＥに送信されるかまたはそれから受信され
得る、マルチユーザＭＩＭＯ（ＭＵ－ＭＩＭＯ）をも含む。
【００４２】
　[0051]ＤＬ－ＭＩＭＯ送信の場合、ｅＮＢ４０２による送信のために使用されるモード
は、送信ストラテジー（ＴＳ）によって定義され得る。ＴＳは、ＵＥ４０４、４０６、４
０８へのリソースの割振りのための様々な技法を含み得る。たとえば、異なるＵＥ４０４
、４０６、４０８への信号は、ＮＯＭＡ技法によって区別され得る。使用され得る１つの
ＮＯＭＡ技法は、ＵＥ４０４、４０６、４０８間の電力分割であり、ここで、リソースの
セットのための総送信電力が複数のＵＥ４０４、４０６、４０８間で分割される。合成信
号４１０は、第１のＵＥ４０６を対象とする第１のユニキャストＰＤＳＣＨ送信と、第２
のＵＥ４０８を対象とする第２のユニキャストＰＤＳＣＨ送信と、ＵＥ４０４のグループ
を対象とするＳＣ－ＰＴＭ　ＰＤＳＣＨ送信とを含み得る。
【００４３】
　[0052]さらに、合成信号４１０は複数のレイヤを含み得る。たとえば、合成信号４１０
（たとえば、ＮＯＭＡ送信）は、多数の非直交ビーム／レイヤの同時送信を含み、データ
送信の２つ以上のレイヤがビーム中にある可能性があり得る。一態様では、第１のユニキ
ャストＰＤＳＣＨ送信（たとえば、ＵＥ４０６への信号）は合成信号４１０の第１のエン
ハンスメントレイヤであり得、第２のユニキャストＰＤＳＣＨ送信（たとえば、ＵＥ４０
８への信号）は合成信号４１０の第２のエンハンスメントレイヤであり得、ＳＣ－ＰＴＭ
　ＰＤＳＣＨ送信（たとえば、複数のＵＥ４０４への信号）は合成信号４１０のベースレ
イヤであり得る。合成信号４１０中のＳＣ－ＰＴＭ　ＰＤＳＣＨ送信のレイヤの数は１つ
に限定され得る。ただし、２つ以上のＳＣ－ＰＴＭレイヤが可能である。さらに、合成信
号４１０中のユニキャストＰＤＳＣＨ送信のためのレイヤの数は、１つまたは複数であり
得る。言い換えれば、ユニキャストＰＤＳＣＨ送信は、ＳＩＭＯ動作またはＳＵ－ＭＩＭ
Ｏ動作を使用して送信され得る。一態様では、合成信号４１０は、第１のユニキャストＰ
ＤＳＣＨ送信と、第１のユニキャストＰＤＳＣＨ送信のリソースおよび／またはシンボル
と部分的に重複する第２のユニキャストＰＤＳＣＨ送信と、同じく第１および／または第
２のユニキャストＰＤＳＣＨ送信のリソースおよび／またはシンボルと部分的に重複する
ＳＣ－ＰＴＭ送信とを含み得る。
【００４４】
　[0053]ＵＥ４０４、４０６、４０８の各々は、４１５において、その特定のＵＥを対象
とする第１のデータ送信（たとえば、第１のユニキャスト送信、第２のユニキャスト送信
、またはＳＣ－ＰＴＭ送信）のための合成信号４１０中のシンボルの第１のセットを決定
し得る。さらに、ＵＥ４０４、４０６、４０８の各々は、４１５において、異なるＵＥを
対象とする合成信号４１０中に含まれる１つまたは複数の第２のデータ送信（たとえば、
第１のユニキャスト送信、第２のユニキャスト送信、またはＳＣ－ＰＴＭ送信）のための
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シンボルの第２のセットを決定し得る。一態様では、第１のデータ送信と第２のデータ送
信とは、少なくとも１つの重複するＲＥを含み得る。さらなる態様では、シンボルの第１
のセットとシンボルの第２のセットとは、少なくとも１つのシンボルだけ異なる。またさ
らなる態様では、第１のデータ送信の開始シンボルが、第２のデータ送信の開始シンボル
とは異なり得る。シンボルの決定された第１のセットおよびシンボルの決定された第２の
セットに少なくとも部分的に基づいて、ＵＥ４０４、４０６、４０８の各々は、４１５に
おいて、その特定のＵＥを対象とするデータ送信を合成信号から復号し得る。
【００４５】
　[0054]ＳＣ－ＰＴＭ　ＰＤＳＣＨ送信を受信するＵＥ４０４のグループは、そのまま検
出を実行し得る。すなわち、ＵＥ４０４のグループは、（たとえば、ＳＣ－ＰＴＭ　ＰＤ
ＳＣＨ送信が合成信号４１０のベースレイヤであるとき）干渉消去を実行することなしに
、合成信号４１０からＳＣ－ＰＴＭ　ＰＤＳＣＨ送信を復号し得る。対照的に、各々がユ
ニキャストＰＤＳＣＨ送信を受信するＵＥ４０６、４０８は、それらのそれぞれのユニキ
ャストＰＤＳＣＨ送信を復号する前に干渉消去を実行する必要があり得る。これは、ベー
スレイヤ中のＳＣ－ＰＴＭ　ＰＤＳＣＨ送信のために使用されるリソースおよび／または
シンボルが、第１および／または第２のエンハンスメントレイヤ中の第１および／または
第２のユニキャストＰＤＳＣＨ送信のために使用されるリソースおよび／またはシンボル
と重複し得るからである。ＵＥ４０６、４０８は、ｅＮＢ４０２から送られた干渉消去情
報４１２を使用して干渉を消去し得る。たとえば、ＳＣ－ＰＴＭ変調およびコーディング
方式（ＭＣＳ：modulation and coding scheme）は、より高い信号対干渉プラス雑音比（
ＳＩＮＲ：signal-to-interference plus-noise ratio）で動作する（１つまたは複数の
）ユニキャストＰＤＳＣＨ　ＵＥ４０６、４０８が、ユニキャストＰＤＳＣＨ送信を復号
する前にＳＣ－ＰＴＭを復号し、消去することができるように、より低いＳＩＮＲ動作条
件に対応し得る。
【００４６】
　[0055]上記で説明されたように、合成信号４１０中の（１つまたは複数の）ユニキャス
トＰＤＳＣＨ送信およびＳＣ－ＰＴＭ　ＰＤＳＣＨ送信によって占有されるリソースは、
少なくとも部分的に重複し得る。例示的な一実施形態では、（１つまたは複数の）ユニキ
ャストＰＤＳＣＨ送信のうちの１つまたは複数はＲＢ５～１５に位置し得るが、ＳＣ－Ｐ
ＴＭ　ＰＤＳＣＨ送信は合成信号４１０中のＲＢ８～１２に位置する。別の例示的な実施
形態では、（１つまたは複数の）ユニキャストＰＤＳＣＨ送信のうちの１つまたは複数は
シンボル１～１３に位置し得るが、ＳＣ－ＰＴＭ　ＰＤＳＣＨ送信は合成信号４１０中の
シンボル３～１３に位置する。
【００４７】
　[0056]まだ図４を参照すると、ＵＥ４０４のグループの対応する制御チャネルおよびデ
ータチャネルは、ｅＮＢ４０２からシグナリングされるグループ固有ＲＮＴＩ ４１４に
よってスクランブルされ得る。ユニキャストＵＥ４０６、４０８の各々のための対応する
制御チャネルおよびデータチャネルは、各々、ｅＮＢ４０２からシグナリングされるＵＥ
固有セルＲＮＴＩ（Ｃ－ＲＮＴＩ）４１６、４１８によってスクランブルされ得る。ＵＥ
４０４のグループ中の各ＵＥは、グループ固有ＲＮＴＩを使用して、合成信号４１０中の
ＳＣ－ＰＴＭ　ＰＤＳＣＨ送信を復号し得る。さらに、各ＵＥ４０６、４０８は、それぞ
れのＵＥ固有Ｃ－ＲＮＴＩを使用して、合成信号４１０中のそれぞれのユニキャストＰＤ
ＳＣＨ送信を復号し得る。
【００４８】
　[0057]一態様では、ＳＣ－ＰＴＭ動作は、ＵＥ４０４のグループからのＣＳＩフィード
バックに依拠することも依拠しないこともある。さらに、ＳＣ－ＰＴＭ動作は、ＨＡＲＱ
動作を含むことも含まないこともある。ＳＣ－ＰＴＭ動作がＨＡＲＱ動作を含むときでも
、ＵＥ４０４のグループからの物理レイヤＨＡＲＱフィードバックを含まないＨＡＲＱフ
ィードバック機構があり得る。
【００４９】
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　[0058]一態様では、ユニキャストＰＤＳＣＨ送信のための基準信号（ＲＳ）タイプとＳ
Ｃ－ＰＴＭ　ＰＤＳＣＨ送信のためのＲＳタイプとは、同じであり得る。たとえば、ＲＳ
タイプは、ＤＭ－ＲＳ、ＵＥ－ＲＳ、またはＣＲＳに基づき得る。一態様では、ユニキャ
ストＰＤＳＣＨ送信のためのＲＳタイプとＳＣ－ＰＴＭ　ＰＤＳＣＨ送信のためのＲＳタ
イプとは異なり得る。たとえば、ユニキャストＰＤＳＣＨ送信のうちの１つがＣＲＳを使
用し得、ＳＣ－ＰＴＭ　ＰＤＳＣＨ送信はＤＭ－ＲＳを使用し得、またはその逆も同様で
ある。例示的な一実施形態では、ユニキャストＰＤＳＣＨ送信はＤＭ－ＲＳベースであり
得るが、ＳＣ－ＰＴＭ　ＰＤＳＣＨ送信はＣＲＳベースであり得る。この例示的な実施形
態では、ＳＣ－ＰＴＭ　ＰＤＳＣＨ送信は、ユニキャストＰＤＳＣＨ送信のＤＭ－ＲＳ　
ＲＥの周りでレートマッチングし得る（たとえば、ユニキャストＰＤＳＣＨ送信のＲＢご
とに２４個のＤＭ－ＲＳ　ＲＥを除外する）。同様に、ユニキャストＰＤＳＣＨ送信がＣ
ＲＳベースであるが、ＳＣ－ＰＴＭ　ＰＤＳＣＨ送信がＤＭ－ＲＳベースである場合、Ｓ
Ｃ－ＰＴＭ　ＰＤＳＣＨ送信は、ユニキャストＰＤＳＣＨ送信のＣＲＳ　ＲＥの周りでレ
ートマッチングし得る。
【００５０】
　[0059]一態様では、ＳＣ－ＰＴＭ　ＰＤＳＣＨ送信のためのプリコーディングと（１つ
または複数の）ユニキャストＰＤＳＣＨ送信のためのプリコーディングとは、同じである
かまたは異なり得る。ユニキャストＰＤＳＣＨ送信のためのサイクリックプレフィックス
（ＣＰ）タイプとＳＣ－ＰＴＭ　ＰＤＳＣＨ送信のためのＣＰタイプとは、同じであり得
る。ＳＣ－ＰＴＭ　ＰＤＳＣＨ信号の存在および対応するパラメータは、制御チャネルを
介して（１つまたは複数の）任意のユニキャストＵＥ４０６、４０８に示され得る。たと
えば、ＳＣ－ＰＴＭ　ＰＤＳＣＨ送信の対応するパラメータは、各々が個別のユニキャス
トＰＤＳＣＨ送信を受信するＵＥ４０６、４０８にｅＮＢ４０２から送信された、干渉消
去情報４１２を介して示され得る。
【００５１】
　[0060]このようにして、本開示は、１つまたは複数のユニキャスト送信とＳＣ－ＰＴＭ
送信との間のＭＵＳＴを提供することが可能である。
【００５２】
　[0061]図５は、ワイヤレス通信の方法のフローチャート５００である。本方法は、ｅＮ
Ｂ（たとえば、ｅＮＢ４０２、装置６０２／６０２’）によって実行され得る。破線で示
される動作が、本開示の様々な態様のためのオプションの動作を表すことを理解されたい
。
【００５３】
　[0062]５０２において、ｅＮＢは、グループ固有ＲＮＴＩをＵＥの第１のグループに送
信する。たとえば、図４を参照すると、ＵＥ４０４のグループの対応する制御チャネルお
よびデータチャネルは、ｅＮＢ４０２からＵＥ４０４のグループにシグナリングされるグ
ループ固有ＲＮＴＩ４１４によってスクランブルされ得る。一態様では、ｅＮＢ４０４は
、グループ固有ＲＮＴＩに関連付けられた情報をＵＥの第１のグループ（たとえば、ＵＥ
４０４）中の各ＵＥに送信し得る。
【００５４】
　[0063]５０４において、ｅＮＢは、干渉消去情報をＵＥの第２のグループに送信する。
たとえば、図４を参照すると、ｅＮＢ４０２は、干渉消去情報４１２をＵＥ４０６、４０
８に送信し得る。ＵＥ４０６、４０８は、エンハンスメントレイヤ中のＳＣ－ＰＴＭ　Ｐ
ＤＳＣＨ送信のために使用されるリソースおよび／またはシンボルが、第１および／また
は第２のユニキャストＰＤＳＣＨ送信のために使用される第１および／または第２のエン
ハンスメントレイヤ中で使用されるリソースおよび／またはシンボルと重複し得るので、
干渉を消去する必要があり得る。ＵＥ４０６、４０８は、ｅＮＢ４０２から送られた干渉
消去情報４１２を使用して干渉消去を実行し得る。
【００５５】
　[0064]５０６において、ｅＮＢは、異なるＣ－ＲＮＴＩをＵＥの第２のグループ中の各
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ＵＥに送信する。たとえば、図４を参照すると、ユニキャストＵＥ４０６、４０８の各々
のための対応する制御チャネルおよびデータチャネルは、各々、ｅＮＢ４０２からシグナ
リングされるＵＥ固有Ｃ－ＲＮＴＩ４１６、４１８によってスクランブルされ得る。ｅＮ
Ｂ４０２は、一意のＵＥ固有Ｃ－ＲＮＴＩに関連付けられた情報を各ＵＥ４０６、４０８
に送信し得る。
【００５６】
　[0065]５０８において、ｅＮＢは、ＵＥの第１のグループのための第１のデータ送信を
生成する。たとえば、図４を参照すると、ｅＮＢ４０２は、ＵＥ４０４のグループを対象
とするＳＣ－ＰＴＭ　ＰＤＳＣＨ送信を生成し得る。
【００５７】
　[0066]５１０において、ｅＮＢは、ＵＥの第２のグループのための第２のデータ送信を
生成する。たとえば、図４を参照すると、ｅＮＢ４０２は、ＵＥ４０６を対象とする第１
のユニキャストＰＤＳＣＨ送信と、ＵＥ４０８を対象とする第２のユニキャストＰＤＳＣ
Ｈ送信とを生成し得る。ここで、第１のユニキャストＰＤＳＣＨ送信と第２のユニキャス
トＰＤＳＣＨ送信とは異なり得る。
【００５８】
　[0067]５１２において、ｅＮＢは、第１のデータ送信と第２のデータ送信とを合成信号
に合成する。たとえば、図４を参照すると、ｅＮＢ４０２は、ＵＥ４０６を対象とする第
１のユニキャストＰＤＳＣＨ送信と、ＵＥ４０８を対象とする第２のユニキャストＰＤＳ
ＣＨ送信と、ＵＥ４０４のグループを対象とするＳＣ－ＰＴＭ　ＰＤＳＣＨ送信とを、１
つの合成信号４１０に合成し得る。一態様では、第１のユニキャストＰＤＳＣＨ送信（た
とえば、ＵＥ４０６への信号）は合成信号４１０の第１のエンハンスメントレイヤであり
得、第２のユニキャストＰＤＳＣＨ送信（たとえば、ＵＥ４０８への信号）は合成信号４
１０の第２のエンハンスメントレイヤであり得、ＳＣ－ＰＴＭ　ＰＤＳＣＨ信号（たとえ
ば、複数のＵＥ４０４への信号）は合成信号４１０のベースレイヤであり得る。合成信号
４１０中のＳＣ－ＰＴＭ　ＰＤＳＣＨ送信のレイヤの数は１つに限定され得る。ただし、
２つ以上のＳＣ－ＰＴＭレイヤが可能である。さらに、合成信号４１０中下のユニキャス
トＰＤＳＣＨデータ送信のためのレイヤの数は１つまたは複数であり得る。言い換えれば
、ユニキャストＰＤＳＣＨデータ送信は、ＳＩＭＯ動作またはＳＵ－ＭＩＭＯ動作を使用
して送信され得る。一態様では、合成信号４１０は、第１のユニキャストＰＤＳＣＨデー
タ送信と、第１のユニキャストＰＤＳＣＨデータ送信のリソースおよび／またはシンボル
と部分的に重複する第２のユニキャストＰＤＳＣＨデータ送信と、同じく第１および／ま
たは第２のユニキャストＰＤＳＣＨデータ送信のリソースおよび／またはシンボルと部分
的に重複するＳＣ－ＰＴＭデータ送信とを含み得る。
【００５９】
　[0068]５１４において、ｅＮＢは、合成信号をＵＥの第１のグループとＵＥの第２のグ
ループとに送信する。一態様では、第１のデータ送信と第２のデータ送信とは、少なくと
も１つの重複するＲＥを含み得る。さらなる態様では、シンボルの第１のセットとシンボ
ルの第２のセットとは、少なくとも１つのシンボルだけ異なり得る。たとえば、図４を参
照すると、ｅＮＢ４０２は、合成信号４１０をＵＥの第１のグループ（たとえば、ＵＥ４
０４）とＵＥの第２のグループ（たとえば、ＵＥ４０６、４０８）とに送信し得る。一態
様では、合成信号４１０は、第１のＵＥ４０６を対象とする第１のユニキャストＰＤＳＣ
Ｈデータ送信と、第２のＵＥ４０８を対象とする第２のユニキャストＰＤＳＣＨデータ送
信と、ＵＥ４０４のグループを対象とするＳＣ－ＰＴＭ　ＰＤＳＣＨデータ送信とを含み
得る。
【００６０】
　[0069]図６は、例示的な装置６０２中の異なる手段／構成要素間のデータフローを示す
概念データフロー図６００である。本装置はｅＮＢであり得る。本装置は、ＵＥ６５０か
らデータ送信６０５を受信する受信構成要素６０４を含む（たとえば、ＵＥ６５０は、Ｕ
Ｅの第１のグループ中にあり得る）。さらに、受信構成要素６０４は、ＵＥ６６０からデ
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ータ送信６１５を受信する（たとえば、ＵＥ６６０は、ＵＥの第２のグループ中にあり得
る）。本装置は、ＵＥの第１のグループのための第１のデータ送信（たとえば、ＵＥ６５
０と他のＵＥとのためのＳＣ－ＰＴＭ　ＰＤＳＣＨ送信）を生成する生成構成要素６０６
をも含む。さらに、生成構成要素６０６は、ＵＥの第２のグループのための第２のデータ
送信（たとえば、ＵＥ６６０のためのユニキャストＰＤＳＣＨ送信、および場合によって
は、異なるＵＥのための異なるユニキャストＰＤＳＣＨ送信）を生成する。生成構成要素
６０６は、第１のデータ送信および第２のデータ送信に関連付けられた情報６２５を合成
構成要素６０８に送り得る。合成構成要素６０８は、第１のデータ送信６２５と第２のデ
ータ送信６２５とを合成信号に合成する。一態様では、第１のデータ送信と第２のデータ
送信とは、第１のデータ送信の１つまたは複数のリソースおよび／またはシンボルと第２
のデータ送信の１つまたは複数のリソースおよび／またはシンボルとが重複するように、
合成され得る。本装置は、グループ固有ＲＮＴＩと合成信号とに関連付けられた情報６５
５をＵＥの第１のグループ（たとえば、ＵＥ６５０および他のＵＥ）に送信する、送信構
成要素６１０をさらに含む。またさらに、送信構成要素６１０は、ＵＥ固有Ｃ－ＲＮＴＩ
と、干渉情報と、合成信号とに関連付けられた情報６４５をＵＥの第２のグループ（たと
えば、ＵＥ６６０）に送信する。
【００６１】
　[0070]本装置は、図５の上述のフローチャート中のアルゴリズムのブロックの各々を実
行する追加の構成要素を含み得る。したがって、図５の上述のフローチャート中の各ブロ
ックは、１つの構成要素によって実行され得、本装置は、それらの構成要素のうちの１つ
または複数を含み得る。構成要素は、述べられたプロセス／アルゴリズムを行うように特
に構成された１つまたは複数のハードウェア構成要素であるか、述べられたプロセス／ア
ルゴリズムを実行するように構成されたプロセッサによって実装されるか、プロセッサに
よる実装のためにコンピュータ可読媒体内に記憶されるか、またはそれらの何らかの組合
せであり得る。
【００６２】
　[0071]図７は、処理システム７１４を採用する装置６０２’のためのハードウェア実装
形態の一例を示す図７００である。処理システム７１４は、バス７２４によって概略的に
表されるバスアーキテクチャを用いて実装され得る。バス７２４は、処理システム７１４
の特定の適用例および全体的な設計制約に応じて、任意の数の相互接続バスおよびブリッ
ジを含み得る。バス７２４は、プロセッサ７０４によって表される１つまたは複数のプロ
セッサおよび／またはハードウェア構成要素と、構成要素６０４、６０６、６０８、６１
０と、コンピュータ可読媒体／メモリ７０６とを含む様々な回路を互いにリンクする。バ
ス７２４はまた、タイミングソース、周辺機器、電圧調整器、および電力管理回路など、
様々な他の回路をリンクし得るが、これらの回路は当技術分野においてよく知られており
、したがって、これ以上説明されない。
【００６３】
　[0072]処理システム７１４はトランシーバ７１０に結合され得る。トランシーバ７１０
は１つまたは複数のアンテナ７２０に結合される。トランシーバ７１０は、伝送媒体を介
して様々な他の装置と通信するための手段を与える。トランシーバ７１０は、１つまたは
複数のアンテナ７２０から信号を受信し、受信された信号から情報を抽出し、抽出された
情報を処理システム７１４、特に受信構成要素６０４に与える。さらに、トランシーバ７
１０は、処理システム７１４、特に送信構成要素６１０から情報を受信し、受信された情
報に基づいて、１つまたは複数のアンテナ７２０に適用されるべき信号を生成する。処理
システム７１４は、コンピュータ可読媒体／メモリ７０６に結合されたプロセッサ７０４
を含む。プロセッサ７０４は、コンピュータ可読媒体／メモリ７０６に記憶されたソフト
ウェアの実行を含む一般的な処理を担当する。ソフトウェアは、プロセッサ７０４によっ
て実行されたとき、処理システム７１４に、特定の装置のための上記で説明された様々な
機能を実行させる。コンピュータ可読媒体／メモリ７０６はまた、ソフトウェアを実行す
るときにプロセッサ７０４によって操作されるデータを記憶するために使用され得る。処
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理システム７１４は、構成要素６０４、６０６、６０８、６１０のうちの少なくとも１つ
をさらに含む。それらの構成要素は、プロセッサ７０４中で動作し、コンピュータ可読媒
体／メモリ７０６中に存在する／記憶されたソフトウェア構成要素であるか、プロセッサ
７０４に結合された１つまたは複数のハードウェア構成要素であるか、またはそれらの何
らかの組合せであり得る。処理システム７１４は、ｅＮＢ３１０の構成要素であり得、メ
モリ３７６および／またはＴＸプロセッサ３１６と、ＲＸプロセッサ３７０と、コントロ
ーラ／プロセッサ３７５とのうちの少なくとも１つを含み得る。
【００６４】
　[0073]一構成では、ワイヤレス通信のための装置６０２／６０２’は、グループ固有Ｒ
ＮＴＩをＵＥの第１のグループに送信するための手段を含む。一態様では、ＵＥの第１の
グループは、ＳＣ－ＰＴＭ送信を受信する複数のＵＥを含み得る。別の構成では、ワイヤ
レス通信のための装置６０２／６０２’は、干渉消去情報をＵＥの第２のグループに送信
するための手段を含む。さらなる構成では、ワイヤレス通信のための装置６０２／６０２
’は、異なるＣ－ＲＮＴＩをＵＥの第２のグループ中の各ＵＥに送信するための手段を含
む。一態様では、ＵＥの第２のグループは、ユニキャスト送信を受信する１つまたは複数
のＵＥを含み得る。また別の構成では、ワイヤレス通信のための装置６０２／６０２’は
、ＵＥの第１のグループのための第１のデータ送信を生成するための手段を含む。またさ
らなる態様では、ワイヤレス通信のための装置６０２／６０２’は、ＵＥの第２のグルー
プのための第２のデータ送信を生成するための手段を含む。一態様では、第１のデータ送
信は合成信号のベースレイヤであり得、第２のデータ送信は合成信号のエンハンスメント
レイヤであり得る。別の態様では、ベースレイヤは１つまたは複数のレイヤを含み得る。
さらなる態様では、エンハンスメントレイヤは１つまたは複数のレイヤを含み得る。追加
の態様では、第１のデータ送信と第２のデータ送信とは非直交であり得る。また別の態様
では、第１のデータ送信はＳＣ－ＰＴＭ送信であり得る。さらに、第２のデータ送信は、
ＵＥの第２のグループへの１つまたは複数のユニキャスト送信を含み得る。またさらに、
第１のデータ送信は第１の基準信号タイプを含み得、第２のデータ送信は第２の基準信号
タイプを含み得る。一態様では、第１の基準信号タイプと第２の基準信号タイプとは同じ
であり得る。別の態様では、第１の基準信号タイプと第２の基準信号タイプとは異なり得
る。さらに、第１の基準信号タイプと第２の基準信号タイプとは、各々、ＤＭ－ＲＳ、Ｕ
Ｅ－ＲＳ、またはＣＲＳのうちの１つを含む。別の態様では、第１のデータ送信と第２の
データ送信とは、同じプリコーディングまたは異なるプリコーディングを含み得る。さら
に、第１のデータ送信と第２のデータ送信とは、同じサイクリックプレフィックスを含み
得る。またさらに、第１のデータ送信に関連付けられたＲＢおよび／またはシンボルの第
１のセットは、第２の信号に関連付けられたＲＢの第２のセットと部分的に重複する。さ
らなる構成では、ワイヤレス通信のための装置６０２／６０２’は、第１の信号と第２の
信号とを１つの合成信号に合成するための手段を含む。別の構成では、ワイヤレス通信の
ための装置６０２／６０２’は、合成信号をＵＥの第１のグループとＵＥの第２のグルー
プとに送信するための手段を含む。一態様では、第１のデータ送信と第２のデータ送信と
は、少なくとも１つの重複するリソース要素を含み得る。別の態様では、シンボルの第１
のセットとシンボルの第２のセットとは、少なくとも１つのシンボルだけ異なり得る。さ
らなる態様では、第１のデータ送信の開始シンボルが、第２のデータ送信の開始シンボル
とは異なり得る。上述の手段は、上述の手段によって具陳された機能を実行するように構
成された、装置６０２、および／または装置６０２’の処理システム７１４の上述の構成
要素のうちの１つまたは複数であり得る。上記で説明されたように、処理システム７１４
は、ＴＸプロセッサ３１６と、ＲＸプロセッサ３７０と、コントローラ／プロセッサ３７
５とを含み得る。したがって、一構成では、上述の手段は、上述の手段によって具陳され
た機能を実行するように構成された、ＴＸプロセッサ３１６と、ＲＸプロセッサ３７０と
、コントローラ／プロセッサ３７５とであり得る。
【００６５】
　[0074]図８は、様々な態様による、ワイヤレス通信の方法のフローチャート８００であ
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る。本方法は、ＵＥ（たとえば、ＵＥ４０４、４０６、４０８、装置９０２／９０２’）
によって実行され得る。破線で示される動作が、本開示の様々な態様のためのオプション
の動作を表すことを理解されたい。
【００６６】
　[0075]８０２において、ＵＥは干渉消去情報を受信する。たとえば、図４を参照すると
、ユニキャストＵＥ４０６は、エンハンスメントレイヤ中のＳＣ－ＰＴＭ　ＰＤＳＣＨ送
信のために使用されるリソースおよび／またはシンボルが、第１および／または第２のユ
ニキャストＰＤＳＣＨ送信のために使用される第１および／または第２のエンハンスメン
トレイヤ中のリソースおよび／またはシンボルと重複するとき、干渉を消去する必要があ
り得る。ＵＥ４０６は、ｅＮＢ４０２から受信された干渉消去情報４１２を使用して干渉
を消去し得る。
【００６７】
　[0076]８０４において、ＵＥはＵＥ固有Ｃ－ＲＮＴＩを受信する。たとえば、図４を参
照すると、ユニキャストＵＥ４０６、４０８の各々のための対応する制御チャネルおよび
データチャネルは、各々、ｅＮＢ４０２からシグナリングされるＵＥ固有Ｃ－ＲＮＴＩ４
１６、４１８によってスクランブルされ得る。ｅＮＢ４０２は、一意のＵＥ固有Ｃ－ＲＮ
ＴＩに関連付けられた情報を各ＵＥ４０６、４０８に送信し得る。
【００６８】
　[0077]８０６において、ＵＥは、ＵＥのグループに関連付けられたグループ固有ＲＮＴ
Ｉを受信する。たとえば、図４を参照すると、ＵＥ４０４のグループの対応する制御チャ
ネルおよびデータチャネルは、ｅＮＢ４０２からシグナリングされるグループ固有ＲＮＴ
Ｉ４１４によってスクランブルされ得る。
【００６９】
　[0078]８０８において、ＵＥは、ＵＥの第１のグループを対象とする第１のデータ送信
と、ＵＥの第２のグループを対象とする第２のデータ送信とを含む合成信号を受信する。
たとえば、図４を参照すると、ユニキャストＵＥ４０６は、ＵＥ４０６を対象とする第１
のユニキャストＰＤＳＣＨ送信と、ＵＥ４０８を対象とする第２のユニキャストＰＤＳＣ
Ｈ送信と、ＵＥ４０４のグループを対象とするＳＣ－ＰＴＭ　ＰＤＳＣＨ送信とを含む合
成信号４１０を受信し得る。さらに、合成信号４１０は複数のレイヤを含み得る。たとえ
ば、第１のユニキャストＰＤＳＣＨ送信（たとえば、ＵＥ４０６への信号）は合成信号４
１０のエンハンスメントレイヤであり得、ＳＣ－ＰＴＭ　ＰＤＳＣＨ送信（たとえば、複
数のＵＥ４０４への信号）は合成信号４１０のベースレイヤであり得る。
【００７０】
　[0079]８１０において、ＵＥは、第１のＵＥを対象とする第１のデータ送信のためのシ
ンボルの第１のセットを決定する。たとえば、図４を参照すると、ＵＥ４０４、４０６、
４０８の各々は、４１５において、その特定のＵＥを対象とする第１のデータ送信（たと
えば、第１のユニキャスト送信、第２のユニキャスト送信、またはＳＣ－ＰＴＭ送信）の
ための合成信号４１０中のシンボルの第１のセットを決定し得る。
【００７１】
　[0080]８１２において、ＵＥは、第２のＵＥを対象とする第２のデータ送信のためのシ
ンボルの第２のセットを決定する。たとえば、図４を参照すると、ＵＥ４０４、４０６、
４０８の各々は、４１５において、異なるＵＥを対象とする合成信号４１０中に含まれる
１つまたは複数の第２のデータ送信（たとえば、第１のユニキャスト送信、第２のユニキ
ャスト送信、またはＳＣ－ＰＴＭ送信）のためのシンボルの第２のセットを決定し得る。
【００７２】
　[0081]８１４において、ＵＥは、シンボルの決定された第１のセットおよびシンボルの
決定された第２のセットに少なくとも部分的に基づいて、第１のデータ送信を復号する。
たとえば、図４を参照すると、シンボルの決定された第１のセットおよびシンボルの決定
された第２のセットに少なくとも部分的に基づいて、ＵＥ４０４、４０６、４０８の各々
は、４１５において、その特定のＵＥを対象とするデータ送信を合成信号４１０から復号
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し得る。一態様では、第１のデータ送信と第２のデータ送信とは、少なくとも１つの重複
するＲＥを含み得る。さらなる態様では、シンボルの第１のセットとシンボルの第２のセ
ットとは、少なくとも１つのシンボルだけ異なる。またさらなる態様では、第１のデータ
送信の開始シンボルが、第２のデータ送信の開始シンボルとは異なり得る。第１の態様で
は、第１のデータ送信または第２のデータ送信のうちの少なくとも１つが、ＵＥ固有ＲＮ
ＴＩおよび干渉消去情報に少なくとも部分的に基づいて復号され得る。第２の態様では、
第１のデータ送信または第２のデータ送信のうちの少なくとも１つが、グループ固有ＲＮ
ＴＩに少なくとも部分的に基づいて復号され得る。
【００７３】
　[0082]図９は、例示的な装置９０２中の異なる手段／構成要素間のデータフローを示す
概念データフロー図９００である。本装置はＵＥであり得る。本装置は、ｅＮＢ９５０か
らＵＥ固有Ｃ－ＲＮＴＩ、グループ固有ＲＮＴＩ、干渉消去情報、および／または合成信
号のうちの１つまたは複数９０５を受信する、受信構成要素９０４を含む。一態様では、
合成信号は、ＵＥの第１のグループを対象とする第１のデータ送信と、各々がＵＥの第２
のグループ中の異なるＵＥを対象とする１つまたは複数の第２のデータ送信とを含み得る
。本装置は、受信構成要素９０４から合成信号に関連付けられた情報９１５を受信し得る
、決定構成要素９０６をも含む。決定構成要素９０６は、ＵＥを対象とする第１のデータ
送信に関連付けられたシンボルの第１のセットと、第２のＵＥを対象とする第２のデータ
送信のためのシンボルの第２のセットとを決定し得る。決定構成要素９０６は、シンボル
の第１のセットおよびシンボルの第２のセットに関連付けられた情報９２５を信号復号構
成要素９１０に送り得る。さらに、本装置は、受信構成要素９０４から干渉消去情報９３
５を受信する、干渉消去構成要素９０６を含む。さらに、干渉消去構成要素９０４は、干
渉情報９３５を使用して、第２のデータ送信によって引き起こされる干渉を消去する。干
渉消去構成要素９０６は、干渉消去された合成信号に関連付けられた情報９４５を信号復
号構成要素９１０に送り得る。信号復号構成要素９１０はまた、受信構成要素９０４から
ＵＥ固有Ｃ－ＲＮＴＩおよび／またはグループ固有ＲＮＴＩに関連付けられた情報９５５
を受信し得る。信号復号構成要素９１０は、決定構成要素９０６によって決定されたシン
ボルの第１のセットおよび／またはシンボルの第２のセット、干渉消去された合成信号９
４５、ＵＥ固有Ｃ－ＲＮＴＩ、ならびに／あるいはグループ固有ＲＮＴＩ９５５のうちの
１つまたは複数に基づいて、第１のデータ送信を復号し得る。本装置は、データ送信９６
５をｅＮＢ９５０に送る送信構成要素９１２をも含む。
【００７４】
　[0083]本装置は、図８の上述のフローチャート中のアルゴリズムのブロックの各々を実
行する追加の構成要素を含み得る。したがって、図８の上述のフローチャート中の各ブロ
ックは、１つの構成要素によって実行され得、本装置は、それらの構成要素のうちの１つ
または複数を含み得る。構成要素は、述べられたプロセス／アルゴリズムを行うように特
に構成された１つまたは複数のハードウェア構成要素であるか、述べられたプロセス／ア
ルゴリズムを実行するように構成されたプロセッサによって実装されるか、プロセッサに
よる実装のためにコンピュータ可読媒体内に記憶されるか、またはそれらの何らかの組合
せであり得る。
【００７５】
　[0084]図１０は、処理システム１０１４を採用する装置９０２’のためのハードウェア
実装形態の一例を示す図１０００である。処理システム１０１４は、バス１０２４によっ
て概略的に表されるバスアーキテクチャを用いて実装され得る。バス１０２４は、処理シ
ステム１０１４の特定の適用例および全体的な設計制約に応じて、任意の数の相互接続バ
スおよびブリッジを含み得る。バス１０２４は、プロセッサ１００４によって表される１
つまたは複数のプロセッサおよび／またはハードウェア構成要素と、構成要素９０４、９
０６、９０８、９１０、９１２と、コンピュータ可読媒体／メモリ１００６とを含む様々
な回路を互いにリンクする。バス１０２４はまた、タイミングソース、周辺機器、電圧調
整器、および電力管理回路など、様々な他の回路をリンクし得るが、これらの回路は当技
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術分野においてよく知られており、したがって、これ以上説明されない。
【００７６】
　[0085]処理システム１０１４はトランシーバ１０１０に結合され得る。トランシーバ１
０１０は１つまたは複数のアンテナ１０２０に結合される。トランシーバ１０１０は、伝
送媒体を介して様々な他の装置と通信するための手段を与える。トランシーバ１０１０は
、１つまたは複数のアンテナ１０２０から信号を受信し、受信された信号から情報を抽出
し、抽出された情報を処理システム１０１４、特に受信構成要素９０４に与える。さらに
、トランシーバ１０１０は、処理システム１０１４、特に送信構成要素９１２から情報を
受信し、受信された情報に基づいて、１つまたは複数のアンテナ１０２０に適用されるべ
き信号を生成する。処理システム１０１４は、コンピュータ可読媒体／メモリ１００６に
結合されたプロセッサ１００４を含む。プロセッサ１００４は、コンピュータ可読媒体／
メモリ１００６に記憶されたソフトウェアの実行を含む一般的な処理を担当する。ソフト
ウェアは、プロセッサ１００４によって実行されたとき、処理システム１０１４に、特定
の装置のための上記で説明された様々な機能を実行させる。コンピュータ可読媒体／メモ
リ１００６はまた、ソフトウェアを実行するときにプロセッサ１００４によって操作され
るデータを記憶するために使用され得る。処理システム１０１４は、構成要素９０４、９
０６、９０８、９１０、９１２のうちの少なくとも１つをさらに含む。それらの構成要素
は、プロセッサ１００４中で動作し、コンピュータ可読媒体／メモリ１００６中に存在す
る／記憶されたソフトウェア構成要素であるか、プロセッサ１００４に結合された１つま
たは複数のハードウェア構成要素であるか、またはそれらの何らかの組合せであり得る。
処理システム１０１４は、ＵＥ３５０の構成要素であり得、メモリ３６０および／または
ＴＸプロセッサ３６８と、ＲＸプロセッサ３５６と、コントローラ／プロセッサ３５９と
のうちの少なくとも１つを含み得る。
【００７７】
　[0086]一構成では、ワイヤレス通信のための装置９０２／９０２’は、第１のＵＥにお
いて、第１のデータ送信と第２のデータ送信とを含む合成信号を受信するための手段を含
む。別の構成では、ワイヤレス通信のための装置９０２／９０２’は、第１のＵＥにおい
て、第１のＵＥを対象とする第１のデータ送信のためのシンボルの第１のセットを決定す
るための手段を含む。さらなる構成では、ワイヤレス通信のための装置９０２／９０２’
は、第１のＵＥにおいて、第２のＵＥを対象とする第２のデータ送信のためのシンボルの
第２のセットを決定するための手段を含む。一態様では、第１のデータ送信と第２のデー
タ送信とは、少なくとも１つの重複するリソース要素を含み得る。別の態様では、シンボ
ルの第１のセットとシンボルの第２のセットとは、少なくとも１つのシンボルだけ異なり
得る。さらなる態様では、第１のデータ送信の開始シンボルが、第２のデータ送信の開始
シンボルとは異なり得る。また別の構成では、ワイヤレス通信のための装置９０２／９０
２’は、第１のＵＥにおいて、シンボルの決定された第１のセットおよびシンボルの決定
された第２のセットに少なくとも部分的に基づいて、第１のデータ送信を復号するための
手段を含む。一構成では、ワイヤレス通信のための装置９０２／９０２’は、ＵＥ固有Ｒ
ＮＴＩを受信するための手段を含む。一態様では、復号するための手段は、グループ固有
ＲＮＴＩに少なくとも部分的に基づいて、第１のデータ送信または第２のデータ送信のう
ちの少なくとも１つを復号するように構成され得る。別の構成では、ワイヤレス通信のた
めの装置９０２／９０２’は、第１のＵＥに関連付けられたＵＥ固有ＲＮＴＩを受信する
ための手段を含む。さらなる構成では、ワイヤレス通信のための装置９０２／９０２’は
、干渉消去情報を受信するための手段を含む。一態様では、復号するための手段は、ＵＥ
固有ＲＮＴＩおよび干渉消去情報に少なくとも部分的に基づいて、第１のデータ送信また
は第２のデータ送信のうちの少なくとも１つを復号するように構成され得る。一態様では
、第１のデータ送信と第２のデータ送信とは非直交である。別の態様では、第１のデータ
送信はＳＣ－ＰＴＭ送信であり得る。またさらなる態様では、第２のデータ送信は１つま
たは複数のユニキャスト送信を備える。一態様では、第２のデータ送信は合成信号のベー
スレイヤであり得、第１のデータ送信は合成信号のエンハンスメントレイヤであり得る。
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別の態様では、ベースレイヤは１つまたは複数のレイヤを含む。さらなる態様では、エン
ハンスメントレイヤは１つまたは複数のレイヤを含み得る。さらに、第１のデータ送信と
第２のデータ送信とは非直交である。さらに、第１のデータ送信または第２のデータ送信
のうちの少なくとも１つが、ＳＣ－ＰＴＭ送信である。別の態様では、第１のデータ送信
または第２のデータ送信のうちの少なくとも１つが、１つまたは複数のユニキャスト送信
を備える。さらなる態様では、第１のデータ送信は第１の基準信号タイプを含み得、第２
のデータ送信は第２の基準信号タイプを含み得る。また別の態様では、第１の基準信号タ
イプと第２の基準信号タイプとは、同じタイプであり得る。異なる態様では、第１の基準
信号タイプと第２の基準信号タイプとは、異なるタイプであり得る。さらなる態様では、
第１の基準信号タイプと第２の基準信号タイプとは、各々、ＤＭ－ＲＳ、ＵＥ－ＲＳ、ま
たはＣＲＳのうちの１つを含む。別の態様では、ここにおいて、第１のデータ送信と第２
のデータ送信とは、同じプリコーディングを含み得る。さらに、第１のデータ送信に関連
付けられた第１のプリコーディングが、第２のデータ送信に関連付けられた第２のプリコ
ーディングとは異なり得る。その上、第１のデータ送信と第２のデータ送信とは、同じサ
イクリックプレフィックスを含み得る。上述の手段は、上述の手段によって具陳された機
能を実行するように構成された、装置９０２、および／または装置９０２’の処理システ
ム１０１４の上述の構成要素のうちの１つまたは複数であり得る。上記で説明されたよう
に、処理システム１０１４は、ＴＸプロセッサ３６８と、ＲＸプロセッサ３５６と、コン
トローラ／プロセッサ３５９とを含み得る。したがって、一構成では、上述の手段は、上
述の手段によって具陳された機能を実行するように構成された、ＴＸプロセッサ３６８と
、ＲＸプロセッサ３５６と、コントローラ／プロセッサ３５９とであり得る。
【００７８】
　[0087]開示されたプロセス／フローチャート中のブロックの特定の順序または階層は、
例示的な手法の一例であることを理解されたい。設計選好に基づいて、プロセス／フロー
チャート中のブロックの特定の順序または階層は再構成され得ることを理解されたい。さ
らに、いくつかのブロックは組み合わせられるかまたは省略され得る。添付の方法クレー
ムは、様々なブロックの要素を例示的な順序で提示したものであり、提示された特定の順
序または階層に限定されるものではない。
【００７９】
　[0088]以上の説明は、当業者が本明細書で説明された様々な態様を実施することができ
るようにするために提供されたものである。これらの態様への様々な変更は当業者には容
易に明らかであり、本明細書で定義された一般原理は他の態様に適用され得る。したがっ
て、特許請求の範囲は、本明細書で示された態様に限定されるものではなく、クレーム文
言に矛盾しない全範囲を与えられるべきであり、ここにおいて、単数形の要素への言及は
、そのように明記されていない限り、「唯一無二の」を意味するものではなく、「１つま
たは複数の」を意味するものである。「例示的」という単語は、本明細書では「例、事例
、または例示の働きをすること」を意味するために使用される。「例示的」として本明細
書で説明されたいかなる態様も、必ずしも他の態様よりも好適または有利であると解釈さ
れるべきであるとは限らない。別段に明記されていない限り、「いくつか（some）」とい
う語は１つまたは複数を指す。「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ
、またはＣのうちの１つまたは複数」、「Ａ、Ｂ、およびＣのうちの少なくとも１つ」、
「Ａ、Ｂ、およびＣのうちの１つまたは複数」、および「Ａ、Ｂ、Ｃ、またはそれらの任
意の組合せ」などの組合せは、Ａ、Ｂ、および／またはＣの任意の組合せを含み、複数の
Ａ、複数のＢ、または複数のＣを含み得る。具体的には、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少
なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの１つまたは複数」、「Ａ、Ｂ、およびＣの
うちの少なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ、およびＣのうちの１つまたは複数」、および「Ａ、
Ｂ、Ｃ、またはそれらの任意の組合せ」などの組合せは、Ａのみ、Ｂのみ、Ｃのみ、Ａお
よびＢ、ＡおよびＣ、ＢおよびＣ、またはＡおよびＢおよびＣであり得、ここで、いかな
るそのような組合せも、Ａ、Ｂ、またはＣのうちの１つまたは複数のメンバーを含んでい
ることがある。当業者に知られている、または後に知られることになる、本開示全体にわ
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たって説明された様々な態様の要素のすべての構造的および機能的等価物は、参照により
本明細書に明確に組み込まれ、特許請求の範囲に包含されるものである。その上、本明細
書で開示されたいかなることも、そのような開示が特許請求の範囲に明示的に具陳されて
いるかどうかにかかわらず、公に供するものではない。「モジュール」、「機構」、「要
素」、「デバイス」などという単語は、「手段」という単語の代用でないことがある。し
たがって、いかなるクレーム要素も、その要素が「のための手段」という語句を使用して
明確に具陳されていない限り、ミーンズプラスファンクションとして解釈されるべきでは
ない。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレス通信の方法であって、
　第１のユーザ機器（ＵＥ）において、第１のデータ送信と第２のデータ送信とを含む合
成信号を受信することと、
　前記第１のＵＥにおいて、前記第１のＵＥを対象とする前記第１のデータ送信のための
シンボルの第１のセットを決定することと、
　前記第１のＵＥにおいて、第２のＵＥを対象とする前記第２のデータ送信のためのシン
ボルの第２のセットを決定することと、ここにおいて、前記第１のデータ送信と前記第２
のデータ送信とは、少なくとも１つの重複するリソース要素を含み、シンボルの前記第１
のセットとシンボルの前記第２のセットとは、少なくとも１つのシンボルだけ異なる、
　前記第１のＵＥにおいて、シンボルの前記決定された第１のセットおよびシンボルの前
記決定された第２のセットに少なくとも部分的に基づいて、前記第１のデータ送信を復号
することと、
　を備える、方法。
［Ｃ２］
　前記第１のデータ送信の開始シンボルは、第２のデータ送信の開始シンボルとは異なる
、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　ＵＥのグループに関連付けられたグループ固有無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ
）を受信すること、
　をさらに備え、
　前記第１のデータ送信または前記第２のデータ送信のうちの少なくとも１つは、前記グ
ループ固有ＲＮＴＩに少なくとも部分的に基づいて復号される、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記第１のＵＥに関連付けられたＵＥ固有無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）を
受信することと、
　干渉消去情報を受信することと、
　をさらに備え、
　前記第１のデータ送信または前記第２の送信のうちの少なくとも１つは、前記ＵＥ固有
ＲＮＴＩおよび前記干渉消去情報に少なくとも部分的に基づいて復号される、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記第２のデータ送信は前記合成信号のベースレイヤであり、前記第１のデータ送信は
前記合成信号のエンハンスメントレイヤである、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記ベースレイヤは１つまたは複数のレイヤを含む、Ｃ５に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記エンハンスメントレイヤは１つまたは複数のレイヤを含む、Ｃ５に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記第１のデータ送信と前記第２のデータ送信とは非直交である、Ｃ１に記載の方法。
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［Ｃ９］
　前記第１のデータ送信または前記第２のデータ送信のうちの少なくとも１つは、シグナ
ルセルポイントツーマルチポイント（ＳＣ－ＰＴＭ）送信である、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記第１のデータ送信または前記第２のデータ送信のうちの少なくとも１つは、１つま
たは複数のユニキャスト送信を備える、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記第１のデータ送信は第１の基準信号タイプを含み、前記第２のデータ送信は第２の
基準信号タイプを含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記第１の基準信号タイプと前記第２の基準信号タイプとは、同じタイプである、Ｃ１
１に記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記第１の基準信号タイプと前記第２の基準信号タイプとは、異なるタイプである、Ｃ
１１に記載の方法。
［Ｃ１４］
　前記第１の基準信号タイプおよび前記第２の基準信号タイプは、各々、復調基準信号（
ＤＭ－ＲＳ）、ＵＥ固有基準信号（ＵＥ－ＲＳ）、またはセル固有基準信号（ＣＲＳ）の
うちの１つを含む、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ１５］
　前記第１のデータ送信と前記第２のデータ送信とは、同じプリコーディングを含む、Ｃ
１に記載の方法。
［Ｃ１６］
　前記第１のデータ送信に関連付けられた第１のプリコーディングは、前記第２のデータ
送信に関連付けられた第２のプリコーディングとは異なる、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１７］
　前記第１のデータ送信と前記第２のデータ送信とは、同じサイクリックプレフィックス
を含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１８］
　ワイヤレス通信の方法であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）の第１のグループのための第１のデータ送信を生成することと、
　ＵＥの第２のグループのための第２のデータ送信を生成することと、
　前記第１のデータ送信と前記第２のデータ送信とを１つの合成信号に合成することと、
　前記合成信号をＵＥの前記第１のグループとＵＥの前記第２のグループとに送信するこ
とと、
　を備え、
　　前記第１のデータ送信と前記第２のデータ送信とは、少なくとも１つの重複するリソ
ース要素を含み、シンボルの前記第１のセットとシンボルの前記第２のセットとは、少な
くとも１つのシンボルだけ異なる、方法。
［Ｃ１９］
　グループ固有無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）をＵＥの前記第１のグループに
送信することと、
　干渉消去情報をＵＥの前記第２のグループに送信することと、
　異なるＵＥ固有ＲＮＴＩをＵＥの前記第２のグループ中の各ＵＥに送信することと、
　をさらに備える、Ｃ１８に記載の方法。
［Ｃ２０］
　前記第１のデータ送信は前記合成信号のベースレイヤであり、前記第２のデータ送信は
前記合成信号のエンハンスメントレイヤであり、
　前記ベースレイヤは１つまたは複数のレイヤを含み、
　前記エンハンスメントレイヤは１つまたは複数のレイヤを含み、
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　前記第１の信号はシグナルセルポイントツーマルチポイント（ＳＣ－ＰＴＭ）送信であ
り、
　前記第２の信号は１つまたは複数のユニキャスト送信を備える、
　Ｃ１８に記載の方法。
［Ｃ２１］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　第１のユーザ機器（ＵＥ）において、第１のデータ送信と第２のデータ送信とを含む合
成信号を受信するための手段と、
　前記第１のＵＥにおいて、前記第１のＵＥを対象とする前記第１のデータ送信のための
シンボルの第１のセットを決定するための手段と、
　前記第１のＵＥにおいて、第２のＵＥを対象とする前記第２のデータ送信のためのシン
ボルの第２のセットを決定するための手段と、ここにおいて、前記第１のデータ送信と前
記第２のデータ送信とは、少なくとも１つの重複するリソース要素を含み、シンボルの前
記第１のセットとシンボルの前記第２のセットとは、少なくとも１つのシンボルだけ異な
る、
　前記第１のＵＥにおいて、シンボルの前記決定された第１のセットおよびシンボルの前
記決定された第２のセットに少なくとも部分的に基づいて、前記第１のデータ送信のうち
の少なくとも１つを復号するための手段と、
　を備える、装置。
［Ｃ２２］
　前記第１のデータ送信の開始シンボルは、第２のデータ送信の開始シンボルとは異なる
、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２３］
　ＵＥのグループに関連付けられたグループ固有無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ
）を受信するための手段、
　をさらに備え、
　復号するための前記手段は、前記グループ固有ＲＮＴＩに少なくとも部分的に基づいて
、前記第１のデータ送信または前記第２のデータ送信のうちの少なくとも１つを復号する
ように構成された、
　Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２４］
　前記第１のＵＥに関連付けられたＵＥ固有無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）を
受信するための手段と、
　干渉消去情報を受信するための手段と、
　をさらに備え、
　　復号するための前記手段は、前記ＵＥ固有ＲＮＴＩおよび前記干渉消去情報に少なく
とも部分的に基づいて、前記第１のデータ送信または前記第２のデータ送信のうちの少な
くとも１つを復号するように構成された、
　Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２５］
　前記第２のデータ送信は前記合成信号のベースレイヤであり、前記第１のデータ送信は
前記合成信号のエンハンスメントレイヤであり、
　前記ベースレイヤは１つまたは複数のレイヤを含み、
　前記エンハンスメントレイヤは１つまたは複数のレイヤを含む、
　Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２６］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと、
　を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
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　　第１のユーザ機器（ＵＥ）において、第１のデータ送信と第２のデータ送信とを含む
合成信号を受信することと、
　　前記第１のＵＥにおいて、前記第１のＵＥを対象とする第１のデータ送信のためのシ
ンボルの第１のセットを決定することと、
　　前記第１のＵＥにおいて、第２のＵＥを対象とする第２のデータ送信のためのシンボ
ルの第２のセットを決定することと、ここにおいて、前記第１のデータ送信と前記第２の
データ送信とは、少なくとも１つの重複するリソース要素を含み、ここにおいて、シンボ
ルの前記第１のセットとシンボルの前記第２のセットとは、少なくとも、１つのシンボル
だけ異なる、
　　前記第１のＵＥにおいて、シンボルの前記決定された第１のセットおよびシンボルの
前記決定された第２のセットに少なくとも部分的に基づいて、前記第１のデータ送信を復
号することと、
　を行うように構成された、
　装置。
［Ｃ２７］
　前記第１のデータ送信の開始シンボルは、第２のデータ送信の開始シンボルとは異なる
、Ｃ２６に記載の装置。
［Ｃ２８］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　ＵＥのグループに関連付けられたグループ固有無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ
）を受信すること、
　を行うようにさらに構成され、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記グループ固有ＲＮＴＩに少なくとも部分的に
基づいて、前記第１のデータ送信または前記第２のデータ送信のうちの少なくとも１つを
復号するように構成された、
　Ｃ２６に記載の装置。
［Ｃ２９］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記第１のＵＥに関連付けられたＵＥ固有無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）を
受信することと、
　干渉消去情報を受信することと、
　を行うようにさらに構成され、
　　ここにおいて、前記少なくとも１つのプロセッサは、ＵＥ固有ＲＮＴＩおよび前記干
渉消去情報に少なくとも部分的基づいて、前記第１のデータ送信または前記第２のデータ
送信のうちの少なくとも１つを復号するように構成された、
　Ｃ２６に記載の装置。
［Ｃ３０］
　前記第２のデータ送信は前記合成信号のベースレイヤであり、前記第１のデータ送信は
前記合成信号のエンハンスメントレイヤであり、
　前記ベースレイヤは１つまたは複数のレイヤを含み、
　前記エンハンスメントレイヤは１つまたは複数のレイヤを含む、
　Ｃ２６に記載の装置。
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